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行
政
行
爲
に
お
け
る
羅
束
と
裁
量

金

子

芳

雄

五四　一　 一　一　　　　 一　＿　 一
序判
決
例
に
あ
ら
わ
れ
た
覇
束
と
裁
量

わ
が
國
學
説
に
あ
ら
わ
れ
た
覇
東
と
裁
量

わ
が
國
學
説
に
あ
ら
わ
れ
た
羅
束
と
裁
量

結
　
論

（
そ
の
一
）

（
そ
の
二
）

　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
、
こ
の
問
題
は
行
政
法
學
上
の
難
問
の
一
つ
に
藪
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
か
か
る
問
題
が
行
政
法
學

上
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
い
た
つ
た
の
は
、
一
八
七
五
年
十
月
二
十
二
日
の
オ
ウ
ス
ト
リ
ー
行
政
裁
到
所
設
立
に
か
ん
す
る
法
律
に
由
來
す
る
、
と

　
　
　
　
　
（
1
）

い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
第
三
條
中
に
「
行
政
聴
が
自
由
裁
量
に
し
た
が
つ
て
虞
置
し
う
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
度
に
お
い

て
行
政
裁
到
所
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」
と
規
定
し
、
行
政
裁
剣
所
は
行
政
聴
の
自
由
裁
量
に
ぞ
く
す
る
事
項
を
審
理
し
え
な
い
、
と
す

る
原
則
を
明
文
化
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
を
中
心
と
し
て
、
行
政
臆
の
お
こ
な
う
自
由
裁
量
の
意
義
・
範
園
等
が
論
議
の
封
象
と
な
つ
た
。

　
ひ
る
が
え
つ
て
、
わ
が
國
の
法
制
を
み
る
と
、
奮
憲
法
は
、
第
六
十
一
條
に
「
行
政
官
聴
ノ
違
法
庭
分
二
由
リ
椹
利
ヲ
侵
害
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
ス

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
轟
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
一
二
八
五
㌧



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
一
二
八
六
）

ル
ノ
訴
訟
ニ
シ
テ
別
二
法
律
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
行
政
裁
到
所
ノ
裁
剣
二
属
ス
ル
…
…
」
と
、
行
政
訴
訟
を
定
義
す
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
三
年

法
律
第
百
六
號
「
行
政
臆
ノ
違
法
盧
分
二
關
ス
ル
行
政
裁
劃
ノ
件
」
は
、
「
…
：
左
二
掲
ク
ル
事
件
二
付
行
政
聴
ノ
違
法
庭
分
二
由
リ
権
利
ヲ
殿
損

セ
ラ
レ
タ
リ
ト
ス
ル
者
ハ
行
政
裁
到
所
二
出
訴
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
訴
訟
事
項
を
列
記
す
る
。

　
右
に
み
た
．
こ
と
く
、
わ
が
國
に
お
い
て
、
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
違
法
塵
分
二
由
リ
穫
利
ヲ
殿
損
セ
ラ
レ
タ
」
こ
と
、
さ

ら
に
、
列
記
事
項
に
該
當
す
る
事
件
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
黙
を
裏
面
よ
り
み
る
と
、
穫
利
殿
損
を
と
も
な
わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
自

由
裁
量
は
行
政
訴
訟
の
鉗
象
と
な
り
え
な
い
。
（
穫
利
殿
損
が
そ
ん
し
て
も
、
行
政
訴
訟
に
か
ん
す
る
列
記
事
項
に
該
當
し
な
け
れ
ば
、
行
政
訴
訟
の
翼
象
と

な
り
え
な
い
こ
と
、
も
ち
論
で
あ
る
。
）
す
な
わ
ち
、
わ
が
國
に
お
い
て
も
、
自
由
裁
量
の
意
義
・
範
園
等
が
大
い
に
問
題
と
な
つ
て
く
る
。
こ
の
た

め
か
、
す
で
に
早
く
よ
り
、
織
田
博
士
・
美
濃
部
博
士
・
佐
々
木
博
士
は
、
概
論
書
の
う
ち
に
比
較
的
詳
細
に
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
論
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
田
中
二
郎
教
授
の
「
行
政
裁
到
所
の
権
限
よ
り
観
た
る
自
由
裁
量
問
題
」
（
國
家
學
會
雑
誌
四
五
巻
三
・
四
號
、
昭
和

六
年
）
を
契
機
と
し
、
多
く
の
學
者
に
よ
り
論
雫
さ
れ
乍
ら
現
在
に
い
た
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
裁
到
例
に
つ
い
て
み
て
も
、
奮
憲
法
下
に
お
け
る

行
政
裁
剣
所
に
よ
り
、
ま
た
、
現
行
憲
法
下
に
お
け
る
最
高
裁
剣
所
お
よ
び
下
級
裁
到
所
に
よ
る
、
非
常
に
多
く
の
到
決
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
ま
ず
、
現
行
憲
法
下
に
お
け
る
到
例
を
中
心
と
し
乍
ら
検
討
を
く
わ
え
、
し
か
る
の
ち
、
わ
が
國
學
読
の
攣
邉
の
あ
と
を
た
ど
つ
て

み
た
い
。

（
1
）
　
田
中
二
郎
・
行
政
裁
剣
所
の
樺
限
よ
り
観
た
る
自
由
裁
量
問
題
（
行
政
箏
訟
の
法
理
）
二
一
〇
八
頁
。

二

編
束
と
裁
量
に
か
ん
す
る
到
例
は
多
い
。
こ
の
た
め
、
到
例
の
検
討
に
あ
た
り
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
こ
れ
等
を
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
。
し
か
し
、
到
例
は
、
蕪
束
と
裁
量
の
匠
別
に
つ
き
一
貫
し
た
態
度
を
と
つ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
一
鷹
の
分
類
と
し
右
の
．
こ
と
き
匠
分
方
法

を
探
用
す
る
。

　
法
治
行
政
の
原
則
の
も
と
、
行
政
行
爲
は
法
律
に
し
た
が
つ
て
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
行
政
行
爲
の
前
提
と
な
る
法
律
の
條
文
を
み
る
と
、
こ

れ
は
、
法
律
要
件
と
法
律
効
果
に
二
分
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
條
文
の
骨
子
は
、
「
何
々
な
ら
ば
、
何
々
の
行
爲
を
行
う
。
」
と
い
う
髄
裁
を
と

る
。
換
言
す
れ
ば
、

　
⑦
　
如
何
な
る
場
合
（
要
件
）

　
＠
　
如
何
な
る
行
爲
（
内
容
）

　
◎
　
行
う
か
否
か
　
（
決
定
）

の
三
要
素
よ
り
な
る
。
そ
し
て
、
右
の
⑦
・
＠
・
◎
の
内
一
以
上
が
行
政
聴
の
自
由
な
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
は
自
由
裁
量
行
爲

で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
到
例
を
み
る
場
合
、
⑦
の
要
件
に
注
目
し
、
要
件
規
定
を
訣
く
場
合
（
室
白
規
定
）
・
要
件
規
定
が

抽
象
的
・
不
確
定
概
念
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
等
に
分
類
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
以
下
、
各
事
項
．
こ
と
に
、
大
艦
右
の
分
類
に

し
た
が
つ
て
、
検
討
を
く
わ
え
る
。

　
顧
　
農
地
關
係

　
奮
農
地
調
整
法
・
奮
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
（
現
農
地
法
）
を
め
ぐ
る
到
決
例
は
、
き
わ
め
て
豊
富
で
あ
る
。

　
①
奮
農
地
調
整
法
四
條
（
農
地
塗
二
條
）
農
地
叉
は
探
草
地
・
放
牧
地
の
椹
利
移
韓
の
制
限
。
農
地
等
の
槽
利
移
韓
は
、
知
事
の
許
可
（
又
は
市

　
町
村
農
地
委
員
會
の
承
認
ー
カ
ツ
コ
内
奮
農
調
法
・
筆
者
註
）
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、
右
許
可
を
な
し
え
ぬ
場
合
を
法
は
列
學
し
て
い
る
（
一

～
五
號
）
。
事
件
は
、
こ
の
許
可
が
轟
束
行
爲
か
裁
量
行
爲
か
を
孚
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
二
一
八
七
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
一
二
八
八
）

　
大
阪
高
等
裁
到
所
は

　
（
本
條
は
ー
筆
者
註
）
農
業
生
産
力
の
維
持
増
進
を
圖
る
た
め
、
農
地
の
移
動
を
統
制
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
…
…
。
從
つ
て
同
委
員
會
（
市
町
村
農
地
委
員
會

－
筆
者
註
）
が
賃
借
権
の
設
定
等
に
つ
い
て
承
認
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
同
法
の
趣
旨
に
從
つ
て
こ
れ
を
決
す
べ
ぎ
も
の
で
あ
り
、
賃
借
灌
の
設
定
等
が
同
法
の
企

圖
す
る
前
示
目
的
に
反
し
な
い
限
り
こ
れ
を
承
認
す
べ
く
、
同
委
員
會
の
自
由
裁
量
に
よ
つ
て
こ
れ
を
定
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
（
昭
和
二
九
．
四
．
一
六
・
行

裁
例
集
五
巻
四
號
七
二
六
頁
）

と
い
い
、
同
様
性
質
と
も
み
ら
る
べ
き
、

　
②
奮
農
地
調
整
法
九
條
（
農
地
法
二
〇
條
）
に
つ
き
、
法
は
、
「
宥
恕
す
べ
き
」
「
信
義
に
反
し
た
る
行
爲
」
「
そ
の
他
正
當
の
事
由
」
な
る
不
確
定

概
念
を
使
用
す
る
も
、
同
條
の
知
事
の
許
可
・
不
許
可
は
覇
束
行
爲
で
あ
る
旨
到
旨
し
て
い
る
。

　
a
　
鳥
取
地
裁
・
昭
二
四
・
四
・
六
・
行
裁
月
報
一
九
號
六
九
頁

b
　
（
同
趣
旨
）
廣
島
高
裁
・
昭
二
四
・
丁
二
八
・
行
裁
例
集
二
巻
三
號
五
一
五
頁

　
要
す
る
に
、
右
の
ご
と
き
不
確
定
概
念
は
経
験
律
に
よ
り
、
客
観
的
に
到
断
さ
る
べ
く
、
し
た
が
つ
て
裁
到
所
の
審
査
の
封
象
と
な
り
う
る
と

い
う
。

　
⑧
奮
自
創
法
三
條
一
項
二
號
（
農
地
法
六
條
一
項
二
號
）
超
過
農
地
に
お
け
る
買
牧
農
地
の
選
揮
。
超
過
農
地
の
買
牧
に
つ
き
、
法
は
六
條
四
項

（
農
地
法
に
は
か
か
る
規
定
な
し
）
に
買
牧
農
地
選
揮
の
基
準
を
か
か
げ
る
。
し
か
し
、
こ
の
條
項
の
み
で
は
、
果
し
て
選
揮
が
羅
束
か
裁
量
か
明
か

で
な
い
。

　
こ
の
黙
、
津
地
方
裁
剣
所
は
、

　
　
〔
自
作
農
と
な
る
べ
ぎ
者
の
、
買
受
機
會
の
公
年
・
耕
地
の
集
團
化
の
必
要
・
田
畑
の
割
合
の
適
正
（
法
六
條
四
項
）
を
は
か
る
必
要
は
あ
つ
て
も
、
地
主
に
っ

き
か
か
る
考
慮
を
は
か
る
必
要
な
く
1
筆
者
要
約
〕
そ
の
外
地
主
所
有
の
農
地
の
内
如
何
な
る
部
分
を
買
牧
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
特
に
法
令
で
定
め
て
い
な
い
の



　
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
決
定
は
當
該
地
方
の
事
情
に
通
曉
し
て
い
る
と
認
む
べ
き
當
該
農
地
委
員
が
濁
自
の
立
場
か
ら
諸
般
の
事
情
を
参
酌
し
た
上
適
當
と
判
断
す
る

　
と
こ
ろ
に
從
5
べ
き
で
あ
つ
て
、
市
町
村
農
地
委
員
會
叉
は
都
道
府
縣
農
地
委
員
會
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
（
昭
二
三
・
一
〇

　
・
二
七
・
行
裁
月
報
二
二
號
七
〇
頁
）

と
い
い
、
同
事
件
の
控
訴
審
に
お
い
て
も
、
名
古
屋
高
裁
は
、
法
六
條
四
項
の
基
準
に
違
反
す
れ
ば
違
法
と
い
う
。
し
か
し
、
同
到
決
は
農
地
委

員
會
は
選
揮
に
つ
き
覇
束
さ
れ
る
と
明
言
し
て
い
な
い
。
こ
の
黙
は
、
む
し
ろ
、
法
六
條
四
項
を
枠
と
し
乍
ら
同
委
員
會
に
裁
量
を
あ
た
え
た
と

解
す
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
昭
二
四
．
四
．
二
一
判
決
）
。

　
な
お
、
右
に
つ
き
自
由
裁
量
を
み
と
め
る
到
決
例
と
し
、

edCba
鹿
見
島
地
裁

岡
山
地
裁

水
戸
地
裁

最
高
裁

同

昭昭昭昭昭
八七六四三

七
・
二
三
・
行
裁
月
報
一
二
號
一
頁

四
二
五
・
行
裁
月
報
一
九
號
一
〇
四
頁

一
　
コ
・
行
裁
例
集
二
雀
二
號
二
七
頁

一
・
二
五
・
行
裁
例
集
三
毬
一
號
二
二
頁

一
一
・
二
五
・
行
裁
例
集
四
巻
コ
號
二
六
二
〇
頁

等
が
そ
ん
す
る
。

　
要
す
る
に
、
超
過
農
地
買
牧
の
た
め
の
農
地
選
樫
は
、
法
六
條
四
項
の
基
準
に
し
た
が
い
つ
つ
、
農
地
委
員
會
の
自
由
裁
量
と
す
る
、
と
い
う

の
が
到
例
の
態
度
で
あ
る
。

　
④
奮
自
創
法
五
條
五
號
（
農
地
法
七
條
一
項
三
號
）
買
牧
除
外
の
指
定
。
本
號
は
、
　
「
近
く
土
地
使
用
目
的
を
攣
更
す
る
こ
と
を
相
當
と
す
る
農

地
」
と
い
う
不
確
定
概
念
を
使
用
し
て
い
る
。
而
し
て
、
買
牧
除
外
の
指
定
が
な
か
つ
た
場
合
、
⑧
指
定
・
不
指
定
を
自
由
裁
量
事
項
と
し
て
孚

い
え
ぬ
か
、
㈲
指
定
・
不
指
定
は
驕
束
裁
量
事
項
と
し
、
指
定
す
べ
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
せ
ず
に
當
該
農
地
を
買
牧
す
る
と
違
法
か
、
の
問

題
が
お
こ
る
。
こ
れ
等
に
か
ん
す
る
到
決
例
は
き
わ
め
て
多
い
。

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
鶏
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
二
一
八
九
）



　
　
　
　
行
政
行
爲
に
お
げ
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
　
　
（
一
二
九
〇
）

　
ま
ず
、
自
由
裁
量
に
ぞ
く
す
る
と
い
う
到
決
例
と
し
、
札
幌
高
裁
は
、

　
　
（
買
牧
除
外
に
か
ん
す
る
指
定
・
承
認
は
、
1
筆
者
註
）
行
政
聴
が
急
速
な
農
地
改
革
と
遠
大
な
都
市
計
書
の
途
行
と
の
爾
者
を
適
當
に
調
整
す
る
自
由
裁
量
の
鹸

地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
昭
二
四
・
一
一
・
八
・
行
裁
月
報
一
七
號
六
三
頁
）

と
い
い
、
あ
る
い
は
、
盛
岡
地
裁
は
、

　
買
牧
除
外
を
爲
さ
ぬ
こ
と
が
著
し
く
肚
會
通
念
に
反
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
勿
論
出
來
な
い
か
ら
本
件
各
土
地
の
買
牧
除
外
を
爲
さ
ぬ
こ
と
を
以
て
蓮
法
で
あ
る

と
謂
う
こ
と
は
出
來
ず
か
か
る
場
合
買
牧
を
爲
す
と
否
と
は
全
く
被
告
縣
農
地
委
員
會
叉
は
地
厘
農
地
委
員
會
の
自
由
裁
量
に
馬
す
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
　
（
昭
二

四
・
七
・
一
二
・
行
裁
月
報
二
二
號
一
八
六
頁
）

と
裁
量
の
限
界
を
し
め
し
乍
ら
も
自
由
裁
量
と
断
ず
る
。
そ
の
外
、
右
と
結
論
を
同
じ
く
す
る
と
み
ら
れ
る
到
例
と
し
、

　
a
奈
良
地
裁
　
　
昭
二
四
・
二
・
六
・
行
裁
月
報
一
九
號
一
頁

b
名
古
屋
高
裁
　
昭
二
四
・
七
・
一
六
・
行
裁
月
報
二
二
號
一
九
二
頁

が
あ
る
。

　
し
か
し
乍
ら
、
指
定
を
羅
東
裁
量
と
み
る
例
と
し
、
最
高
裁
は
、

　
農
地
が
本
件
の
ご
と
く
客
観
的
に
同
法
五
條
五
號
所
定
の
「
近
く
土
地
使
用
の
目
的
を
攣
更
す
る
こ
と
を
相
當
と
す
る
農
地
」
に
該
當
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

　
…
と
れ
を
同
三
條
の
買
牧
の
目
的
よ
り
除
外
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
か
く
の
ご
と
き
農
地
に
つ
い
て
、
右
の
指
定
を
行
わ
ず
し
て
買
牧
計
書
を
樹
立
す
る
が
ご

　
と
き
は
蓮
法
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
昭
二
八
・
一
二
二
一
五
・
行
裁
例
集
四
巻
一
二
號
二
九
七
七
頁
）

と
の
べ
、
要
件
た
る
不
確
定
概
念
は
客
観
的
に
認
定
さ
れ
る
を
要
し
、
ま
た
、
要
件
認
定
が
な
さ
れ
た
以
上
か
な
ら
ず
買
牧
除
外
指
定
が
な
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
か
か
る
場
合
覇
束
裁
量
に
ぞ
く
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
趣
旨
は
、
最
高
裁
に
お
い
て
繰
返

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
趣
旨
到
決
例
と
し
、
左
の
事
件
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。



a
秋
田
地
裁

b
京
都
地
裁

c
岡
山
地
裁

d
旭
川
地
裁

e
福
島
地
裁

f
和
歌
山
地
裁

g
紳
戸
地
裁

h
最
高
裁

i
山
口
地
裁

　
右
諸
到
決
例
を
み
る
と
、

　
⑤
奮
自
創
法
五
條
六
號
（
農
地
法
七
條
一
項
四
號
）

こ
の
問
題
は
、

常
に
多
い
。
こ
れ
に
ぞ
く
す
る
も
の
と
し
、

　
法
五
條
六
號
の
一
時
賃
貸
の
小
作
地
と
認
め
て
こ
れ
を
買
牧
よ
り
除
外
す
べ
き
場
合
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
で
こ
れ
を
買
牧
す
る
こ
と
は
違
法
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

と
い
い
、
名
古
屋
高
裁
は
、

　
　
市
町
村
農
地
委
員
會
が
同
條
六
號
に
い
う
「
自
作
農
が
近
く
自
作
す
る
も
の
」
で
あ
る
か
ど
う
か
、
及
び
「
そ
の
自
作
を
相
當
と
認
め
る
」
か
の
判
断
を
す
る
に

當
つ
て
は
條
理
に
從
つ
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
條
理
に
從
つ
て
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
最
終
的
に
到
断
す
る
も
の
は
裁
判
所
で
あ
る
。
（
昭
二
三
．

　
＝
丁
二
一
・
行
裁
月
報
一
〇
號
五
六
頁
）

　
　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
二
一
九
一
）

　
昭
…
二
・
一
〇
・
六
・
行
裁
月
報
一
四
號
七
頁

　
昭
二
三
二
こ
・
三
・
行
裁
月
報
一
六
號
二
八
頁

　
昭
二
四
・
丁
一
七
・
行
裁
月
報
一
六
號
四
三
頁

　
昭
二
四
二
一
マ
五
・
行
裁
月
報
一
七
號
五
三
頁

　
昭
二
五
・
二
・
＝
二
・
行
裁
例
集
一
雀
二
號
一
五
九
三
頁

　
昭
二
六
・
六
・
二
五
・
行
裁
例
集
二
雀
七
號
一
〇
六
五
頁

　
昭
二
八
・
一
二
・
一
二
・
行
裁
例
集
四
雀
一
二
號
二
八
七
二
頁

　
昭
三
〇
・
四
・
五
・
最
高
民
集
九
巻
四
號
四
一
一
頁

　
昭
三
一
・
五
二
三
・
行
裁
例
集
七
雀
五
號
一
〇
七
二
頁

　
　
　
　
　
法
五
條
五
號
の
買
牧
除
外
指
定
は
羅
束
裁
量
事
項
に
ぞ
く
す
と
み
る
の
が
、
現
在
の
到
例
の
態
度
と
い
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
的
小
作
地
に
し
て
、
近
く
自
作
し
、
か
つ
、
自
作
を
相
當
と
す
る
場
合
の
買
牧
除
外
。

前
出
法
五
條
五
號
の
そ
れ
と
性
質
を
同
じ
く
す
る
。
裁
到
例
と
し
、
か
か
る
認
定
お
よ
び
買
牧
除
外
を
覇
束
裁
量
と
す
る
例
が
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
最
高
裁
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
農
業
委
員
會
が
そ
の
旨
の
認
定
を
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
三
一
・
三
・
三
〇
・
最
高
民
集
一
〇
巻
三
號
二
七
六
頁
）



　
ヤ
　
　
　
　
の

と
し
う

a
津
地
裁

b
浦
和
地
裁

c
仙
豪
高
裁

d
名
古
屋
地
裁

e
盛
岡
地
裁

行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量

そ
の
他
羅
束
裁
量
に
ぞ
く
す
る
と
す
る
到
決
例
と
し
、

八
　
　
（
一
二
九
二
）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
な
い
、
と
い
う
趣
旨
の
前
橋
地
裁
到
決
（
昭
二
四
・
三
二
一
二
・
行
裁
月
報
一
九
號
四
一
頁
）
は
、

で
あ
る
。

　
⑥
奮
自
創
法
一
五
條
（
農
地
法
一
四
條
）
法
は
、
自
作
農
と
な
る
べ
き
者
が
、
政
府
に
附
帯
買
牧
の
申
請
を
な
し
、
市
町
村
農
地
委
員
會
が
そ
の

申
請
を
相
當
と
認
め
た
と
き
、
政
府
は
買
牧
を
な
す
旨
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
相
當
性
」
の
認
定
を
め
ぐ
り
、
驕
束
か
裁
量
か
が
争
わ

れ
た
。
し
か
し
乍
ら
、
　
「
相
當
性
の
認
定
」
の
適
否
は
裁
剣
所
の
審
査
封
象
、
し
た
が
つ
て
、
羅
束
事
項
に
ぞ
く
す
る
と
い
う
の
が
、
裁
到
所
の

一
貫
し
た
態
度
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
鋼
所
は
、

　
同
法
一
五
條
一
項
に
「
市
町
村
農
地
委
員
會
が
相
當
と
認
め
た
と
き
は
」
と
定
め
た
の
は
、
一
懸
こ
の
到
断
を
農
地
委
員
會
に
委
ね
た
趣
旨
で
あ
つ
て
、
も
し
農

地
委
員
會
が
同
法
の
目
的
に
反
す
る
判
断
の
下
に
買
牧
決
定
を
し
た
場
合
は
、
も
と
よ
り
そ
の
行
政
庭
分
は
蓮
法
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち

自
創
法
の
定
め
る
宅
地
買
牧
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
、
買
牧
が
相
當
で
あ
る
か
ど
う
か
は
法
律
解
羅
適
用
の
問
題
で
あ
つ
て
、
所
論
の
よ
・
）
に
、
農
地
委
員
會
の
自

由
裁
量
に
屍
す
る
事
項
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
昭
二
八
・
四
・
二
八
・
行
裁
例
集
四
巻
四
號
七
九
九
頁
）

と
い
い
、
同
趣
旨
と
解
さ
れ
る
も
の
と
し
、

昭
二
三
・
四
・
二
八
・
行
裁
月
報
四
號
九
頁

昭
二
四
・
六
二
二
・
行
裁
月
報
追
録
二
頁

昭
二
五
・
三
二
七
・
行
裁
例
集
一
雀
四
號
四
九
頁

昭
二
九
・
九
・
二
四
・
行
裁
例
集
五
毬
九
號
二
〇
四
六
頁

昭
三
〇
・
三
・
八
・
行
裁
例
集
六
巻
三
號
四
六
一
頁

　
　
　
　
こ
れ
等
到
決
に
た
い
し
、
法
五
條
六
號
に
よ
る
行
政
聴
の
買
牧
除
外
が
な
い
限
り
、
買
牧
を
違
法
な
ら
し
め
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
裁
量
を
主
張
す
る
き
わ
め
て
少
藪
の
到
決
例



　
a
浦
和
地
裁
　
　
昭
二
四
・
六
二
二
・
行
裁
月
報
追
録
二
頁

b
岡
山
地
裁
　
　
昭
二
四
・
一
一
・
七
・
行
裁
月
報
一
六
號
四
三
頁

　
c
徳
島
地
裁
　
　
昭
二
七
・
三
二
・
行
裁
例
集
三
巻
二
號
二
四
四
頁

d
最
高
裁
　
　
　
昭
二
八
・
七
・
七
・
最
高
民
集
七
雀
七
號
八
二
六
頁

の
各
到
例
を
あ
げ
う
る
。
さ
ら
に
、
買
牧
に
つ
き
、
覇
束
か
裁
量
か
を
明
言
し
な
い
が
、
覇
束
行
爲
を
前
提
と
し
、
買
牧
を
不
適
法
と
し
、
あ
る

い
は
、
要
件
誤
認
は
無
効
ま
た
は
取
浩
の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
と
す
る
等
、
前
記
「
相
営
性
」
に
鋼
断
を
く
わ
え
た
到
例
も
多
く
そ
ん
す
る
。
こ

れ
等
を
例
示
す
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
a
最
高
裁
　
　
　
昭
二
九
・
一
・
二
八
・
最
高
民
集
八
雀
一
號
二
五
五
頁

b
東
京
地
裁
　
　
昭
二
九
・
二
・
一
〇
・
行
裁
例
集
五
巻
二
號
一
八
三
頁

　
c
青
森
地
裁
　
　
昭
二
九
・
五
二
三
・
行
裁
例
集
五
巻
一
一
號
二
四
四
五
頁

d
東
京
高
裁
　
　
昭
三
二
・
一
一
・
二
二
・
行
裁
例
集
八
雀
一
一
號
一
九
ニ
ニ
頁

　
⑦
奮
自
創
法
三
〇
條
（
農
地
法
四
四
條
）
未
墾
地
買
牧
。
政
府
は
、
自
作
農
を
創
設
し
、
叉
は
土
地
の
農
業
上
の
利
用
を
蹟
日
進
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
未
墾
地
等
を
買
牧
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
裁
到
例
と
し
、
買
牧
の
必
要
性
の
認
矩
を
め
く
り
轟
束
か
裁
量

か
が
孚
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
自
由
裁
量
に
ぞ
く
す
と
す
る
金
澤
地
裁
は
、

　
縣
農
業
委
員
會
が
未
墾
地
買
牧
に
當
つ
て
認
定
す
べ
き
「
自
作
農
を
創
設
し
ま
た
は
土
地
の
農
業
上
の
利
用
を
増
進
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
」
か
ど
う
か
の
判
臨

　
は
、
國
の
農
業
政
策
及
び
當
該
未
墾
地
附
近
の
肚
會
的
條
件
等
に
關
す
る
專
門
的
な
政
策
的
技
術
的
の
考
量
や
纒
験
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
委
員
會
の
自

　
由
裁
量
行
爲
と
解
す
べ
き
で
あ
り
…
…
（
昭
二
七
・
七
・
五
・
行
裁
例
集
三
巻
六
號
｝
一
三
八
頁
）

と
い
う
。
こ
の
傾
向
に
ぞ
く
す
る
も
の
に
、
昭
和
二
三
年
の
新
潟
地
裁
到
決
（
一
≡
ニ
ニ
ニ
一
七
・
行
裁
月
報
一
一
號
二
一
西
頁
）
よ
り
昭
和
三
二

　
　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
一
二
九
三
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
羅
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
一
二
九
四
）

年
編
島
地
裁
剣
決
（
三
二
二
〇
・
七
・
行
裁
例
集
八
巻
一
〇
號
一
七
一
七
頁
）
に
い
た
る
ま
で
、
．
多
数
そ
ん
す
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
、
驕
束
行
爲
と
到
断
す
る
剣
決
も
ま
た
多
数
そ
ん
す
る
。
た
と
え
ば
、
徳
島
地
裁
は
、

　
未
墾
地
買
牧
は
、
農
業
委
員
會
の
法
規
裁
量
に
麗
す
る
虞
分
で
あ
り
、
…
…
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
の
目
的
に
反
す
る
結
果
を
生
ず
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
買

牧
計
豊
は
、
前
記
の
裁
量
を
誤
つ
た
違
法
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
取
清
を
免
れ
な
い
。
（
昭
二
七
・
三
・
一
九
・
行
裁
例
集
三
巻
二
號
二
四
四
頁
）

と
い
い
、
あ
る
い
は
、
買
牧
に
よ
る
土
地
の
農
業
上
の
利
用
檜
進
面
と
、
土
地
所
有
者
が
買
牧
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
蒙
る
農
業
経
螢
上
の
打
撃
を

裁
到
所
自
ら
比
較
老
量
し
、
買
牧
を
取
消
し
た
例
（
京
都
地
裁
．
昭
三
〇
・
四
・
九
・
行
裁
例
集
六
巻
四
號
八
三
〇
頁
）
等
は
な
は
だ
多
い
。
し
た
が
つ

て
、
本
條
の
必
要
性
の
認
定
に
か
ん
し
、
爾
論
相
な
か
ば
し
、
到
例
傾
向
が
い
ず
れ
に
あ
る
か
は
、
に
わ
か
に
き
め
が
た
い
。

　
二
　
訴
願
關
係

　
〔
宥
恕
す
べ
き
事
由
〕
の
有
無
の
認
定
。
（
訴
願
法
八
條
三
項
）

　
訴
願
法
八
條
の
規
定
に
よ
る
と
、
行
政
庭
分
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
は
、
裁
決
を
う
け
た
後
一
定
期
間
経
過
す
る
と
、
訴
願
を
提
起
し
え
な
く

な
る
。
し
か
し
乍
ら
、
宥
恕
す
べ
き
理
由
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
期
間
経
過
後
に
お
い
て
も
、
な
お
、
訴
願
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有
無
の
認
定
、
な
ら
び
に
、
か
か
る
事
由
あ
る
と
き
訴
願
を
受
理
す
る
や
否
や
の
決
定
は
、
は
た
し
て
、
自

由
裁
量
な
り
や
否
や
。
こ
の
問
題
は
、
行
政
裁
剣
所
の
時
代
よ
り
孚
わ
れ
て
き
た
。

　
ま
ず
、
参
考
の
た
め
、
行
政
裁
到
所
の
若
干
の
到
決
例
を
み
て
み
よ
う
。

　
a
「
訴
願
法
八
條
末
項
二
依
リ
宥
恕
ス
ベ
キ
事
由
ア
ル
ヤ
否
ヲ
認
定
ス
ル
ハ
訴
願
ヲ
裁
決
ス
ベ
キ
行
政
廃
ノ
職
権
二
厩
ス
」
（
明
二
六
・
二
・
四
行
剣
二
六
年
九
巻

　
　
一
二
頁
）

　
b
「
訴
願
法
第
八
條
第
三
項
ノ
宥
恕
ス
ベ
キ
事
由
ア
リ
ヤ
否
二
關
ス
ル
下
級
行
政
廉
ノ
認
定
ノ
當
否
ハ
上
級
行
政
聴
二
於
テ
之
ヲ
審
査
シ
相
當
ノ
庭
分
ヲ
爲
ス
ベ
キ



　
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
二
、
被
告
二
於
テ
、
其
裁
決
等
二
明
ナ
ル
ガ
如
ク
、
本
件
ハ
宥
恕
ス
ベ
キ
事
由
ア
ル
モ
ノ
ト
シ
受
理
ス
ル
ヲ
相
當
ト
認
メ
タ
ル
以
上
、
村
長
ノ
却

　
下
庭
分
及
之
ヲ
是
認
シ
タ
ル
郡
参
事
會
ノ
裁
決
ハ
之
ヲ
取
清
シ
訴
願
ノ
本
案
二
付
裁
決
ヲ
爲
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
、
宥
恕
ス
ベ
キ
事
由
ア
リ
ト
ス
ル
ト
否
ト
ハ
一

　
　
二
村
長
ノ
職
罐
二
驕
シ
、
被
告
二
於
テ
其
當
否
ヲ
審
査
シ
得
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
爲
シ
、
村
長
ノ
庭
分
及
郡
参
事
會
ノ
裁
決
ヲ
是
認
シ
タ
ル
ハ
蓮
法
タ
ル
ヲ
冤
レ
ザ

　
　
ル
モ
ノ
ト
ス
」
（
大
正
元
・
一
二
・
二
七
・
行
判
一
四
七
三
頁
）

　
c
「
訴
願
期
限
ノ
脛
過
二
宥
恕
ス
ベ
キ
事
由
ア
リ
ヤ
否
ノ
認
定
ハ
行
政
聴
ノ
職
灌
二
属
ス
ル
モ
、
本
件
ノ
如
ク
訴
願
人
ヨ
リ
事
由
ヲ
具
シ
テ
宥
恕
ノ
申
請
ヲ
爲
シ
タ

　
ル
場
合
二
於
テ
ハ
、
行
政
廃
ハ
其
事
寳
ヲ
調
査
ス
ベ
キ
ハ
勿
論
、
宥
恕
ス
ベ
キ
事
由
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
以
上
當
然
其
訴
願
ヲ
受
理
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
訴
願

　
法
第
八
條
第
三
項
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
タ
ル
趣
旨
二
徴
シ
テ
明
ナ
リ
」
（
大
正
元
二
一
丁
二
七
・
行
判
一
五
〇
三
頁
）

d
「
訴
願
法
第
八
條
二
依
ル
宥
恕
ス
ベ
キ
事
由
ノ
存
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
裁
決
行
政
聴
ノ
認
定
二
屡
ス
ル
ト
コ
・
ナ
ル
ヲ
以
テ
縦
令
原
告
主
張
ノ
如
キ
宥
恕
二
關
ス
ル
事

　
實
ア
リ
タ
リ
ト
ス
ル
モ
被
告
ガ
右
訴
願
ヲ
訴
願
提
起
期
間
ヲ
纏
過
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ナ
シ
却
下
シ
タ
ル
以
上
之
ヲ
違
法
ナ
リ
ト
ナ
ス
ニ
由
ナ
シ
」
（
昭
六
・
一
二

　
　
・
一
二
・
行
剣
一
一
六
七
頁
）

　
右
の
行
政
裁
到
所
に
お
け
る
諸
劃
決
を
み
る
と
、
當
初
の
事
件
に
お
い
て
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有
無
に
か
ん
す
る
認
定
を
、
訴
願
裁
決
聴
の

自
由
裁
量
と
し
、
こ
れ
等
に
つ
き
、
行
政
裁
到
所
は
關
與
し
え
ざ
る
も
の
と
し
た
。
し
か
し
乍
ら
、
b
事
件
に
お
い
て
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有

無
の
認
定
を
行
政
裁
到
所
は
審
査
し
え
な
い
と
い
う
黙
を
維
持
し
つ
つ
、
上
級
行
政
聴
は
下
級
行
政
聴
の
な
し
た
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有
無
に
か

ん
す
る
認
定
を
審
査
し
う
る
。
ま
た
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
否
認
す
る
場
合
に
は
、
上
級
行
政
廉
に
お
い
て
相
當
の

庭
分
を
な
し
う
る
こ
と
を
し
め
す
。

　
さ
ら
に
、
c
事
件
に
お
い
て
、
訴
願
人
期
間
維
過
に
つ
き
宥
恕
を
申
請
す
る
と
き
、
そ
の
事
由
の
有
無
を
裁
決
臆
に
お
い
て
審
査
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
ま
た
、
事
由
あ
り
と
認
定
し
た
以
上
、
訴
願
を
受
理
す
る
義
務
あ
る
こ
と
を
し
め
す
。
換
言
す
れ
ば
、
裁
決
廉
は
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
認
定

に
つ
ぎ
自
由
裁
量
権
を
ゆ
う
す
る
。
し
か
し
、
訴
願
を
受
理
す
る
や
否
や
の
黙
は
、
認
定
し
た
結
果
に
し
た
が
う
こ
と
を
し
め
す
。

　
し
か
し
、
d
事
件
に
お
い
て
、
行
政
裁
到
所
の
態
度
は
一
韓
し
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有
無
認
定
も
、
さ
ら
に
、
認
定
し
た
結
果
と
は
別
に
、

　
　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
轟
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
二
一
九
五
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
二
一
九
六
）

訴
願
受
理
を
な
す
か
否
か
も
、
行
政
聴
の
自
由
裁
量
と
剣
断
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
到
断
が
多
数
行
政
裁
到
所
到
決
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
。

　
こ
の
黙
、
現
行
制
度
下
に
お
い
て
、
司
法
裁
到
所
は
い
か
に
み
る
か
。
到
例
傾
向
と
し
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有
無
認
定
を
行
政
靡
の
自
由
裁

量
と
み
る
も
の
も
若
干
存
す
る
。
し
か
し
、
多
く
の
鋼
決
は
、
こ
れ
を
編
束
裁
量
と
断
定
す
る
。
ま
ず
、
自
由
裁
量
と
す
る
例
を
み
て
み
よ
う
。

　
宇
都
宮
地
裁
は

　
訴
願
法
第
八
條
第
三
項
に
所
謂
宥
恕
す
べ
き
事
由
は
行
政
露
に
於
て
事
由
の
有
無
を
決
定
す
べ
き
も
の
で
行
政
磨
の
自
由
裁
量
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
期
限
徒
過

　
の
理
由
は
事
案
に
よ
り
種
々
難
多
で
あ
ろ
う
こ
の
間
の
事
情
は
當
該
行
政
磨
に
於
て
行
政
上
の
指
導
理
念
よ
り
適
切
妥
當
な
る
判
漸
を
下
す
べ
き
で
あ
る
そ
の
結
果

　
の
當
不
當
は
當
該
行
政
聴
の
責
任
で
あ
り
司
法
裁
剣
所
の
容
喉
す
べ
き
事
項
で
は
な
い
も
の
と
解
す
る
（
昭
二
四
・
八
ニ
ニ
・
行
裁
月
報
ニ
ニ
號
二
三
四
頁
）

と
い
い
、
同
趣
旨
に
ぞ
く
す
る
到
例
と
し
、
左
の
事
件
が
あ
る
。

　
a
東
京
高
裁
　
　
昭
二
四
二
二
・
三
〇
・
行
裁
月
報
一
五
號
八
八
頁

　
b
東
京
高
裁
　
　
昭
二
六
・
四
・
三
〇
・
行
裁
例
集
二
総
五
號
七
五
三
頁

　
こ
れ
に
た
い
し
、
羅
束
裁
量
に
ぞ
く
す
る
例
と
し
、
大
阪
地
裁
の
比
較
的
最
近
の
到
決
は
、

　
　
訴
願
期
間
纒
過
後
の
訴
願
の
受
理
が
訴
願
磨
の
自
由
裁
量
に
驕
す
る
と
す
れ
ば
、
訴
願
聴
が
そ
の
裁
量
に
よ
つ
て
受
理
す
る
か
ど
う
か
が
訴
願
前
置
の
關
係
で
訴

　
の
適
否
を
決
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
も
と
よ
り
、
他
面
に
お
い
て
、
訴
願
期
間
脛
過
に
よ
り
形
式
的
に
確
定
し
た
行
政
庭
分
も
、
そ
の
後
提
起
さ
れ
た
訴
願
が
自
由

　
裁
量
に
よ
り
受
理
さ
れ
れ
ば
こ
れ
に
封
す
る
出
訴
の
機
會
が
與
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
受
理
さ
れ
な
け
れ
ば
出
訴
の
機
會
が
與
え
ら
れ
な
い
結
果
と
な
つ
て
、
國

　
民
の
利
盆
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
願
法
第
八
條
第
三
項
の
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有
無
を
認
定
し
訴
願
を
受
理
す
る
か
ど
う
か
の
到
臨
は
、

　
訴
願
臆
の
自
由
裁
量
に
麗
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
規
裁
量
に
麗
す
る
と
解
す
る
を
相
當
と
す
る
（
昭
三
三
・
四
・
二
八
・
行
裁
例
集
九
巷
四
號
五
八
二
頁
）

と
い
う
。
こ
れ
と
同
趣
旨
に
解
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
、

　
a
東
京
高
裁
　
　
昭
二
五
・
二
・
一
〇
・
行
裁
月
報
二
二
號
二
三
八
頁



b
仙
毫
高
裁
　
　
昭
二
八
・
三
・
九
・
行
裁
例
集
四
巻
三
號
三
九
六
頁

　c

廣
島
高
裁
　
　
昭
二
九
・
六
・
二
九
・
行
裁
例
集
五
巻
六
號
コ
一
…
一
二
頁

d
仙
毫
高
裁
　
　
昭
二
九
・
七
・
二
一
・
行
裁
例
集
五
巻
七
號
一
五
九
七
頁

の
諸
剣
決
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
有
無
認
定
は
羅
束
さ
れ
る
と
い
い
乍
ら
、
一
歩
進
め
て
、
事
由
が
あ
り
と

せ
ば
訴
願
を
受
理
す
べ
き
義
務
あ
り
、
と
明
言
す
る
も
の
と
し
左
の
到
決
例
が
そ
ん
す
る
。

　
a
奈
良
地
裁
　
　
昭
二
五
・
九
・
一
〇
・
行
裁
例
集
一
雀
一
一
號
一
五
一
四
頁

b
長
崎
地
裁
　
　
昭
二
七
・
八
・
八
・
行
裁
例
集
三
雀
八
號
一
六
八
八
頁

　
要
す
る
に
、
「
宥
恕
す
べ
き
事
由
」
は
典
型
的
自
由
裁
量
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
從
來
の
到
例
の
傾
向
で
も
あ
り
、
ま
た
、
多
数
の
學
読
の
示

す
と
こ
ろ
で
も
あ
つ
た
。
し
か
し
、
最
近
の
到
例
傾
向
と
し
て
、
か
か
る
場
合
、
裁
決
行
政
聴
は
、
「
宥
恕
す
べ
き
事
由
」
の
認
定
に
つ
き
、
法

に
轟
束
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
を
と
る
。
そ
し
て
、
學
読
も
ま
た
か
か
る
傾
向
を
た
ど
つ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

　
三
　
特
別
権
力
關
係

　
地
方
議
會
議
員
・
公
務
員
・
公
立
學
校
學
生
等
の
懲
戒
庭
分
を
め
ぐ
り
、
こ
れ
が
裁
量
か
覇
束
か
を
争
つ
た
事
件
も
ま
た
は
な
は
だ
多
い
。

　
A
　
地
方
議
會
議
員
の
懲
戒
關
係

　
地
方
議
會
は
、
會
議
髄
と
し
て
の
議
會
の
紀
律
と
品
位
を
保
つ
た
め
、
地
方
自
治
法
・
會
議
規
則
に
違
反
す
る
議
會
内
の
議
員
の
行
爲
に
つ

き
、
懲
罰
穂
を
行
使
し
う
る
。
懲
罰
理
由
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
二
四
條
お
よ
び
會
議
規
則
に
、
ま
た
、
懲
罰
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

法
第
コ
ニ
五
條
に
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
般
統
治
關
係
と
こ
と
な
り
、
法
が
と
く
に
議
會
に
懲
罰
椹
を
賦
與
し
て
い
る
黙
、
裁
到
所
の
審
査
権
を
あ
る
程
度
排
除
し
て

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
羅
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
一
二
九
七
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
（
二
一
九
八
）

い
る
ご
と
く
か
ん
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
黙
に
か
ん
す
る
剣
決
例
を
み
る
と
、
多
く
は
、
懲
罰
理
由
の
認
定
・
懲
罰
穂
行
使
に
つ
き
、
議
會
に
裁
量
権

を
み
と
め
乍
ら
も
、
そ
の
裁
量
に
は
限
界
の
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
か
か
る
見
解
に
た
い
し
、
異
読
を
唱
え
る
若
干
の
到
決
例
も
そ

ん
す
る
。

　
ま
ず
、
少
数
読
に
ぞ
く
す
る
例
と
し
、
京
都
地
裁
は
、

　
　
（
懲
罰
理
由
に
か
ん
し
ー
筆
者
註
）
地
方
自
治
法
に
則
り
定
め
ら
れ
た
宇
治
町
會
會
議
規
則
第
百
四
十
三
條
に
は
、
「
議
會
を
騒
が
し
叉
は
議
會
の
騰
面
を
汚
し
其

の
情
状
が
特
に
重
い
者
に
封
し
て
は
出
席
を
停
止
し
又
は
除
名
す
る
こ
と
が
出
來
る
」
と
規
定
し
て
居
る
か
ら
、
被
告
議
會
が
そ
の
議
員
を
除
名
す
る
に
は
、
當
該

議
員
の
行
爲
が
議
會
を
騒
が
し
叉
は
議
會
の
睦
面
を
汚
し
、
そ
の
情
朕
が
特
に
重
い
場
合
に
限
る
の
で
あ
つ
て
、
法
規
上
如
何
な
る
場
合
に
除
名
す
る
か
の
選
揮
が

被
告
議
會
自
身
に
委
ね
ら
れ
て
居
る
と
は
謂
え
ぬ
。
從
つ
て
被
告
議
會
が
そ
の
議
員
の
具
盟
的
の
行
動
が
議
會
を
騒
が
し
、
叉
は
議
會
の
艦
面
を
汚
し
、
そ
の
情
状

特
に
重
し
と
し
て
、
之
に
封
し
除
名
と
い
う
懲
罰
の
議
決
を
し
た
場
合
そ
の
行
動
が
果
し
て
右
規
則
第
百
四
十
三
條
に
該
営
す
る
も
の
な
り
や
否
や
の
問
題
、
印
ち

そ
の
威
分
が
適
法
な
り
や
蓮
法
な
り
や
と
言
う
間
題
が
生
じ
得
る
。
…
…
、
原
告
を
除
名
し
た
懲
罰
議
決
を
違
法
な
り
と
し
、
そ
の
取
清
を
求
む
る
本
訴
は
司
法
裁

到
所
た
る
當
裁
到
所
に
於
て
審
理
・
裁
到
を
爲
す
穣
限
が
あ
る
も
の
と
謂
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
昭
二
五
・
一
〇
・
二
丁
行
裁
例
集
一
巻
八
號
一
一
五
九
頁
）

と
い
う
。
右
到
決
は
、
懲
罰
事
由
の
認
定
は
、
會
議
規
則
に
照
ら
し
て
お
こ
な
う
、
す
な
わ
ち
、
覇
束
行
爲
で
あ
る
。
し
か
し
、
懲
罰
理
由
に
該

當
す
る
場
合
、
必
ず
、
當
該
懲
罰
に
ふ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
否
か
。
も
し
、
「
懲
罰
に
ふ
す
る
こ
と
を
得
」
の
ご
と
き
趣
旨
な
れ
ば
、
懲
罰
行
爲
を
羅

束
行
爲
と
断
じ
う
る
か
ど
う
か
、
甚
だ
疑
間
と
な
つ
て
く
る
。

　
な
お
、
松
山
地
裁
の

地
方
議
會
の
議
員
に
封
す
る
懲
罰
は
、
一
懸
當
該
議
會
の
自
由
裁
量
権
の
範
園
に
任
さ
れ
て
い
る
が
、
懲
罰
事
犯
の
認
定
お
よ
び
こ
れ
に
封
し
て
い
か
な
る
懲
罰

を
科
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
常
に
杜
會
通
念
に
照
ら
し
客
観
的
に
内
在
す
る
標
準
が
あ
り
、
議
會
の
恣
意
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
具
髄
的
な
事
例

の
到
漸
に
あ
た
つ
て
は
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
そ
の
他
の
法
令
に
お
け
る
類
似
の
懲
罰
規
定
が
樹
酌
さ
る
べ
き
で
あ
る
（
昭
三
〇
．
一
．
二
七
・
行
裁
例
集
六
巻
一



號
一
二
二
頁
）

と
い
う
の
は
、
一
慮
自
由
裁
量
と
い
い
乍
ら
も
、
そ
の
眞
意
は
繋
束
裁
量
と
み
て
い
る
例
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
議
員
懲
罰
に
か
ん
す
る
多
く
の
到
例
の
態
度
は
、
編
島
地
裁
の
到
決
に
し
め
さ
れ
た
、

　
懲
罰
事
犯
の
認
定
及
び
い
か
な
る
種
類
の
懲
罰
を
科
す
る
か
は
、
議
會
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
が
、
事
犯
の
認
定
を
誤
る
と
ぎ
は
、
懲
罰
の
議
決
は
、
事
實
を
誤
認

し
た
も
の
と
し
て
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
蓮
法
の
議
決
と
な
る
こ
と
は
、
多
く
い
う
ま
で
も
な
い
。
事
犯
に
封
す
る
懲
罰
の
種
類
の
選
揮
も
事
犯
に
比
し
著
し
く
客

観
的
更
當
性
を
敏
き
、
甚
し
く
條
理
に
反
す
る
と
き
は
、
議
決
の
違
法
を
き
た
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
懲
罰
の
種
類
の
選
揮
も
全
面
的
に
議
會
の

自
由
裁
量
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
昭
二
五
・
四
・
二
一
・
行
裁
例
集
一
巻
二
號
一
六
五
頁
）

と
い
い
、
自
由
裁
量
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
限
界
を
か
か
げ
る
。
同
趣
旨
に
ぞ
く
す
と
み
ら
れ
る
も
の
に
、
左
の
到
決
が
あ
る
。

a
福
岡
高
裁

b
札
幌
高
裁

c
長
崎
地
裁

d
青
森
地
裁

e
名
古
屋
地
裁

f
千
葉
地
裁

B公
務
員
に
は
、

昭
二
五
・
九
・
一
・
高
裁
民
集
三
雀
三
號
一
三
六
頁

昭
二
五
・
一
二
・
二
五
・
高
裁
民
集
三
雀
三
號
二
〇
九
頁

昭
二
七
・
七
・
四
・
行
裁
例
集
三
雀
六
號
一
二
五
五
頁

昭
二
八
・
一
・
七
・
行
裁
例
集
四
雀
一
號
コ
ニ
O
頁

昭
二
九
・
六
・
九
・
行
裁
例
集
五
雀
六
號
一
四
四
五
頁

昭
三
〇
・
三
・
二
五
・
行
裁
例
集
六
巻
三
號
六
六
八
頁

公
務
員
の
冤
職
・
懲
戒
冤
職
等

　
　
　
　
國
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
の
匿
別
あ
り
、
ま
た
、
各
々
に
つ
き
、
特
別
職
・
一
般
職
の
別
も
あ
っ
て
、

論
ぜ
ら
れ
な
い
法
的
性
格
を
ゆ
う
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
も
つ
ぱ
ら
、
國
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
の

　
　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量

一
般
職
に
お
け
る
懲
戒
冤
職
等
の
事
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

必
ず
し
も
、
同
一
に

（
一
二
九
九
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
へ
二
二
〇
〇
）

　
公
務
員
の
懲
戒
（
國
家
公
務
員
．
地
方
公
務
員
の
雨
者
を
ふ
く
む
。
以
下
同
じ
）
に
か
ん
す
る
法
的
根
擦
と
し
て
、
國
家
公
務
員
法
第
七
四
・
七
五
條
、

第
八
二
條
等
に
規
定
が
あ
り
、
ま
た
、
地
方
公
務
員
法
第
二
七
・
二
九
條
等
に
も
、
同
趣
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
、
裁
到
例
に

お
い
て
、
こ
れ
等
懲
戒
事
由
の
認
定
、
な
ら
び
に
、
懲
戒
椹
行
使
の
決
定
が
羅
束
か
裁
量
か
が
あ
ら
そ
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
貼
、
最
高
裁
は
、

　
公
務
員
の
懲
戒
灌
者
が
懲
戒
庭
分
を
獲
動
す
る
か
ど
う
か
、
懲
戒
庭
分
の
う
ち
い
ず
れ
の
庭
分
を
選
ぶ
べ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
庭
分
が
全
く
事
費
上

　
の
根
擦
に
基
か
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
吐
會
通
念
上
著
し
く
要
當
を
敏
ぎ
懲
戒
権
者
に
任
さ
れ
た
裁
量
灌
の
範
園
を
超
え
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
懲
戒
権
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
當
で
あ
る
（
昭
三
二
・
五
・
一
〇
・
最
高
民
集
二
巻
五
號
六
九
九
頁
）

と
の
べ
、
自
由
裁
量
の
限
界
を
し
め
し
、
こ
れ
を
こ
え
た
と
き
の
み
違
法
と
し
、
か
か
る
限
界
内
に
あ
る
か
ぎ
り
、
懲
罰
要
件
の
認
定
、
懲
罰
権

行
使
の
決
定
を
自
由
裁
量
と
す
る
。

　
か
か
る
趣
旨
の
到
例
は
多
い
。
た
と
え
ば
、

　
a
大
阪
地
裁

b
宮
崎
地
裁

　
c
東
京
地
裁

等
あ
り
、
ま
た
、

　
a
名
古
屋
地
裁

　
b
山
口
地
裁

が
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、

昭
二
七
・
五
・
九
・
行
裁
例
集
三
雀
四
號
八
四
〇
頁

昭
二
八
・
五
・
一
二
・
行
裁
例
集
四
巻
五
號
一
二
〇
七
頁

昭
三
二
・
一
〇
・
四
・
行
裁
例
集
八
雀
一
〇
號
一
八
五
八
頁

過
員
整
理
の
た
め
の
冤
職
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
趣
旨
を
の
べ
た
も
の
と
し
、

昭
二
六
・
四
・
二
八
・
行
裁
例
集
二
雀
六
號
九
二
五
頁

昭
二
六
・
五
・
二
四
・
行
裁
例
集
二
雀
七
號
二
】
六
頁

休
職
の
場
合
、
と
く
に
、
奮
官
吏
分
限
令
第
二
條
第
一
項
第
四
號
「
官
聴
事
務
の
都
合
に
よ
り
必
要
あ
る
と
き
」
の
認
定
は
、
羅



束
裁
量
に
ぞ
く
す
る
と
し
た
到
例
が
多
い
。

　
C
　
國
公
立
學
校
學
生
に
た
い
す
る
懲
戒
庭
分

　
學
校
長
の
な
す
學
生
に
た
い
す
る
懲
戒
塵
分
も
、
多
く
の
到
例
は
、
自
由
裁
量
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
限
界
性
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高

裁
は
、

　
　
公
立
大
學
學
生
の
行
爲
に
封
し
、
懲
戒
庭
分
を
す
る
か
ど
う
か
、
懲
戒
庭
分
の
う
ち
い
ず
れ
の
慮
分
を
選
ぶ
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
こ
の
融
の
到
臨
が
肚
會
観

念
上
著
し
く
愛
営
を
敏
く
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
、
懲
戒
権
者
と
し
て
の
學
長
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
が
、
懲
戒
庭
分
か
全
く
事
賢
の
基
礎

　
を
敏
く
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
黙
は
、
裁
到
所
の
到
断
に
服
す
る
。
（
昭
二
九
・
七
・
三
〇
・
最
高
民
集
八
巻
七
號
一
四
六
三
頁
）

と
い
い
、
懲
戒
の
教
育
的
効
果
を
重
覗
し
、
こ
の
故
に
、
學
校
長
の
自
律
槽
を
み
と
め
る
。
な
お
、
京
都
地
裁
は
、

　
懲
戒
の
種
別
の
逡
揮
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
自
由
裁
量
権
を
與
へ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
當
で
あ
ろ
う
か
否
で
あ
る
。
…
…
一
定
の
範
園
内
に
お
い
て
は
學
校
長

　
は
裁
量
権
を
有
し
、
こ
の
範
園
に
お
い
て
は
営
不
當
、
適
不
適
の
間
題
を
生
ず
る
に
過
ぎ
な
い
が
一
定
の
範
園
を
超
え
て
値
し
な
い
重
い
懲
戒
の
種
別
を
選
揮
す
る

と
き
は
も
は
や
営
不
営
、
適
不
適
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
裁
量
権
の
行
使
を
誤
つ
た
蓮
法
な
懲
戒
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
殊
に
放
學
庭
分
は
法
規
裁

量
に
麗
し
放
學
の
選
揮
は
こ
れ
を
誤
れ
ば
蓮
法
た
る
こ
と
…
…
（
昭
二
五
・
七
・
一
九
・
行
裁
例
集
一
巻
五
號
七
六
四
頁
）

と
の
べ
、
自
由
裁
量
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
ご
と
く
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
く
と
こ
ろ
は
、
本
來
、
裁
量
椹
の
限
界
を
こ
ゆ
れ
ば
違

法
性
生
ず
と
い
う
べ
き
を
、
法
規
裁
量
な
る
用
語
を
使
用
し
た
に
す
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
、
一
般
に
い
う
輪
束
裁
量
、
あ
る
い
は
、
法
規
裁
量
を
意

味
し
な
い
ご
と
く
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
前
出
最
高
裁
到
例
と
同
一
趣
旨
を
探
用
す
る
到
例
と
し
、

　
a
岡
山
地
裁
　
　
昭
二
六
・
五
・
三
〇
・
行
裁
例
集
二
雀
七
號
二
三
二
頁

　
b
廣
島
高
裁
　
　
昭
二
七
・
七
・
一
八
・
行
裁
例
集
三
雀
六
號
コ
ニ
〇
九
頁

　
6
大
阪
高
裁
　
　
昭
二
八
・
四
・
三
〇
・
行
裁
例
集
四
毬
四
號
九
八
六
頁

　
　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
礪
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
二
二
〇
一
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
一
三
〇
二
）

d
最
高
裁
　
　
　
昭
二
九
・
七
・
三
〇
・
最
高
民
集
八
雀
七
號
一
五
〇
一
頁
（
前
出
事
件
と
同
日
・
同
一
小
法
廷
に
お
い
て
剣
決
さ
れ
た
も
の
）

　
e
東
京
地
裁
　
　
昭
三
〇
・
七
・
一
九
・
行
裁
例
集
六
雀
七
號
一
八
三
五
頁

f
京
都
地
裁
　
　
昭
三
〇
・
一
二
・
二
八
・
行
裁
例
集
六
雀
二
一
號
三
〇
〇
三
頁

等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
要
す
る
に
、
特
別
権
力
關
係
の
右
諸
事
項
に
か
ん
し
到
決
例
は
、
一
定
の
事
實
そ
ん
せ
ば
、
こ
れ
に
た
い
し
法
定
の
諸
塵
分
中
よ
り
特
定
の
庭

分
を
選
揮
す
る
こ
と
に
つ
ぎ
裁
量
を
み
と
め
る
。
し
か
し
、
多
く
の
到
例
は
、
か
か
る
自
由
裁
量
の
場
合
、
裁
量
の
限
界
性
を
張
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
か
か
る
限
界
を
か
く
す
る
も
の
と
し
、
事
實
の
不
存
在
に
か
か
わ
ら
ず
庭
分
を
な
す
は
違
法
と
い
い
、
あ
る
い
は
、
比
例
原
則
に
反
す

れ
ば
違
法
、
等
々
と
の
べ
る
。

　
四
　
其
の
他

　
既
述
の
ほ
か
、
羅
束
と
裁
量
を
論
じ
た
、
有
名
な
事
件
、
あ
る
い
は
、
比
較
的
多
く
裁
到
例
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
を
若
干
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
A
　
外
務
大
臣
の
族
券
濃
給
拒
否
塵
分

　
族
雰
法
第
二
二
條
第
一
項
第
五
號
は
、
「
…
…
外
務
大
臣
に
お
い
て
、
著
し
く
且
つ
直
接
に
日
本
國
の
利
盆
ヌ
は
公
安
を
害
す
る
行
爲
を
行
う

虞
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
當
の
理
由
が
あ
る
者
、
」
に
た
い
し
族
雰
を
叢
給
し
な
い
旨
定
め
る
。
こ
の
族
雰
稜
給
拒
否
の
要
件
認
定
が
自

由
裁
量
か
否
か
。
こ
の
黙
、
東
京
地
裁
は
、
外
務
大
臣
の
自
由
裁
量
に
ぞ
く
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
理
由
を
、

　
裁
到
所
は
國
政
こ
と
に
外
交
に
つ
い
て
は
責
任
あ
る
地
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
所
の
謹
擦
調
べ
で
は
國
政
や
外
交
に
關
す
る
諸
情
勢
を
判
断
す
る
資
料

が
不
十
分
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
從
つ
て
か
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
は
裁
判
所
が
到
断
を
く
だ
す
場
合
、
外
務
大
臣
が
し
た
判
噺
を
く
つ

が
え
す
に
は
、
よ
像
ど
愼
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
到
漸
が
一
感
人
を
納
得
せ
し
む
る
も
の
で
あ
つ
て
、
前
提
た
る
事
管
は
誤
認
が
な
く
そ
の
事
實
か
ら
結



論
に
至
る
過
程
が
一
鷹
筋
が
と
お
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
こ
の
判
断
を
も
つ
と
も
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
昭
二
七
．
九
．
二
七
・
行
裁
例
集
三
巻
九
號
一
八
六

三
頁
）

と
い
い
、
東
京
高
裁
も
ま
た
同
趣
旨
到
決
を
下
し
て
い
る
（
昭
二
七
．
九
．
一
五
．
下
級
民
集
五
巻
九
號
一
五
一
七
頁
）
。

　
B
　
特
許
椹
の
存
績
期
間
の
延
長

　
特
許
法
第
一
五
條
第
一
項
は
、
「
特
許
穫
ノ
存
績
期
間
ハ
出
願
公
告
ノ
日
ヨ
リ
十
五
年
ヲ
以
テ
終
了
ス
」
と
し
、
同
條
第
五
項
は
、
「
特
詐
構
ノ

存
績
期
間
ハ
政
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
三
年
以
上
十
年
以
下
之
ヲ
延
長
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
す
る
。
而
し
て
、
同
法
施
行
令
第
一
條
は
、
「
重

要
ナ
襲
明
ノ
特
許
槽
者
ガ
正
當
ノ
事
由
二
依
リ
其
ノ
特
許
構
ノ
存
績
期
間
内
二
其
ノ
襲
明
ヨ
リ
生
ス
ヘ
キ
相
當
ノ
利
盆
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場

合
二
於
テ
ハ
其
ノ
存
績
期
間
ノ
延
長
ヲ
出
願
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
を
め
ぐ
る
裁
到
例
と
し
、
特
許
期
間
延
長
申
請
に
た
い

す
る
通
商
産
業
大
臣
の
不
許
可
塵
分
を
孚
う
事
件
が
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
而
し
て
、
こ
れ
等
到
決
は
一
致
し
て
、
か
か
る
詐
可
な
い
し
不
許

可
塵
分
は
、
國
の
産
業
行
政
・
特
許
行
政
の
見
地
よ
り
自
由
な
到
断
に
も
と
づ
い
て
な
す
べ
き
、
自
由
裁
量
庭
分
な
る
趣
旨
を
の
べ
て
い
る
。
（
こ

の
種
判
決
例
と
し
、
東
京
地
裁
・
昭
二
五
・
一
一
・
一
四
・
行
裁
例
集
一
巻
一
二
號
一
七
九
一
頁
、
東
京
高
裁
・
昭
二
八
・
三
ニ
ニ
・
行
裁
例
集
四
巻
三
號
七
一
〇

頁
等
を
あ
げ
う
る
。
）

三

　
覇
束
と
裁
量
に
つ
い
て
は
、
曹
憲
法
の
下
、
行
政
裁
到
所
の
権
限
を
め
ぐ
り
、
多
く
の
學
者
に
よ
り
論
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
、
行
政
裁
到
所
の
慶

止
さ
れ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
司
法
裁
鋼
所
の
権
限
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
爾
者
の
本
質
・
匠
別
等
を
論
ず
る
文
献
が
多
く
公
に
せ
ら
れ
て
い

る
。　

か
か
る
學
読
を
そ
の
特
質
に
よ
り
分
類
す
る
と
、
一
慮
、
つ
ぎ
の
．
こ
と
き
系
統
が
襲
見
で
き
ろ
。

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
（
二
二
〇
三
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
二
一
一
〇
四
）

①
法
律
要
件
を
重
親
し
、
羅
束
と
裁
量
を
匠
別
せ
ん
と
す
る
論

②
法
律
効
果
に
重
霜
を
お
き
、
爾
者
の
匠
別
を
な
さ
ん
と
す
る
論

　
③
裁
到
所
の
機
能
に
鷹
じ
、
爾
者
を
匿
別
せ
ん
と
す
る
読

　
本
稿
は
、
以
下
、
右
の
順
位
に
し
た
が
い
、
諸
読
な
ら
び
に
、
各
読
の
よ
つ
て
た
つ
考
え
方
等
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
羅
束
と
裁
量
の
間
題
が
、
行
政
裁
剣
所
あ
る
い
は
司
法
裁
到
所
の
権
限
を
め
ぐ
り
提
出
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
か
ぎ
り
、
爾
者
の
匝
別
の
手
が
か

り
を
、
實
定
法
、
と
く
に
、
制
定
法
に
も
と
め
る
は
當
然
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
行
政
行
爲
を
規
定
す
る
制
定
法
も
ま
た
、
他
の
制
定
法
と
同

様
、
「
何
々
ナ
ラ
バ
、
何
ト
ナ
ル
」
と
い
う
要
件
と
効
果
の
部
分
よ
り
な
る
と
き
、
こ
の
何
れ
か
に
著
目
し
、
驕
束
と
裁
量
の
匠
別
を
企
て
ん
と
す

る
こ
と
も
、
ま
た
當
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
（
2
）

　
さ
て
、
法
の
規
定
す
る
要
件
に
し
た
が
い
、
驕
束
と
裁
量
の
匠
別
を
な
さ
ん
と
す
る
読
は
、
佐
々
木
博
士
・
渡
邊
博
士
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
。

　
爾
博
士
の
見
解
は
、
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
、
こ
と
く
で
あ
る
。

「
法
の
羅
束
と
は
、
實
定
法
が
如
何
な
る
行
政
盧
分
が
公
盆
に
適
す
る
も
の
か
を
定
め
る
こ
と
を
い
い
、
自
由
裁
量
と
は
、
行
政
機
關
が
自
ら
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

何
な
る
塵
分
が
公
盆
に
適
す
る
も
の
な
る
か
を
定
め
る
も
の
を
い
う
。
」

と
爾
者
の
特
質
を
明
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
實
定
法
は
、
制
定
法
と
慣
脅
法
の
み
を
意
味
し
、
潜
在
法
（
條
理
法
）
を
除
外
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
庭
分
は
す
べ
て
公
盆
適
合
性
と
い
う
潜
在
法
の
支
配
を
う
け
る
。
し
た
が
つ
て
、
法
の
う
ち
に
潜
在
法
を
ふ
く
ま
せ
る
と
、

裁
量
塵
分
も
ま
た
法
の
羅
束
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
、
爾
者
の
匠
別
が
な
く
な
る
。
し
か
し
、
一
方
、
實
定
法
制
度
と
し
て
、
行
政
孚
訟
上
、
違

法
・
不
當
の
匠
別
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
制
度
上
、
羅
束
と
裁
量
の
匿
別
が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
制
度
上
の

匠
別
を
前
提
と
す
る
以
上
、
法
の
覇
東
と
い
う
法
の
う
ち
か
ら
、
潜
在
法
を
の
ぞ
か
ね
ば
な
ら
な
い
結
果
と
な
る
。

　
つ
ぎ
に
、
實
定
法
の
塵
分
要
件
の
規
定
方
法
に
し
た
が
い
、
覇
束
庭
分
に
該
當
す
る
場
合
と
し
、



　
①
軍
純
の
指
定

　
②
事
實
を
條
件
と
す
る
指
定

　
⑧
中
間
目
的
を
條
件
と
す
る
指
定

の
三
場
合
を
し
め
さ
れ
る
。
か
か
る
場
合
に
は
、
た
と
え
法
文
の
規
定
が
抽
象
的
・
多
義
的
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
内
容
は
、
経
験
律
ま
た
は
有
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
ロ

解
繹
（
立
法
解
繹
）
規
定
に
よ
り
、
客
観
的
に
一
定
す
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
、
裁
量
に
よ
り
庭
分
が
な
さ
れ
る
と
き
は
、

　
①
實
定
法
が
行
政
庭
分
に
か
ん
し
、
何
等
規
定
を
な
さ
ぬ
場
合
、
法
の
範
園
内
に
お
い
て
行
政
庭
分
を
な
し
う
る
。

　
②
實
定
法
が
行
政
庭
分
に
か
ん
し
、
何
等
か
の
條
件
を
規
定
し
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
條
件
が
既
述
覇
束
盧
分
の
條
件
以
外
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
い
わ
ゆ
る
絡
局
目
的
を
規
定
す
る
場
合
）
も
行
政
機
關
の
裁
量
に
よ
り
庭
分
を
な
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ロ

　
渡
邊
博
士
の
見
解
も
ま
た
右
と
同
一
趣
旨
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
右
の
學
読
は
、
い
ま
も
な
お
、
羅
束
と
裁
量
に
か
ん
す
る
わ
が
國
學
読
の
中
心
部
分
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
読
を
基
礎
と
し
乍

ら
、
こ
れ
を
修
正
嚢
展
せ
し
め
た
多
く
の
學
読
が
そ
ん
す
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
右
學
読
の
如
何
な
る
部
分
に
つ
き
修
正
が
く
わ
だ
て
ら
れ
た
か
を
、
以
下
に
検
討
す
る
。
ま
ず
、
佐
々
木
博
士
・
渡
邊
博
士
は

行
政
庭
分
は
す
べ
て
公
猛
適
合
性
と
い
う
潜
在
法
（
條
理
法
）
の
支
配
を
う
け
る
。
法
の
う
ち
に
潜
在
法
を
ふ
く
ま
せ
る
と
、
裁
量
庭
分
も
ま
た

法
の
覇
束
を
う
け
る
結
果
と
な
り
、
制
度
と
し
て
の
、
驕
束
と
裁
量
の
匹
別
が
な
し
え
な
く
な
る
。
し
か
し
、
雨
者
を
匠
別
す
る
こ
と
が
制
度
的

に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
法
の
う
ち
か
ら
潜
在
法
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。

　
要
す
る
に
、
こ
の
読
は
、
①
す
べ
て
の
行
政
庭
分
に
は
、
公
盆
適
合
性
が
要
求
さ
れ
る
。
②
公
盆
適
合
の
原
則
は
法
（
潜
在
法
・
條
理
法
）
で

あ
る
。
と
い
う
二
瓢
を
前
提
と
し
て
い
る
。
右
の
第
一
黙
は
是
認
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
第
二
黙
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
反
封
読
か

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
一
三
〇
五
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
二
二
〇
六
）

そ
ん
す
る
。
こ
と
に
、
第
二
勲
が
、
法
の
拘
束
と
い
う
場
合
の
法
に
公
盆
適
合
の
原
則
を
ふ
く
ま
せ
る
と
、
裁
量
塵
分
も
ま
た
法
の
拘
束
を
う

け
、
覇
束
と
裁
量
の
匠
別
が
そ
ん
し
な
く
な
る
ゆ
え
、
法
の
拘
束
と
い
う
場
合
の
法
よ
り
潜
在
法
（
條
理
法
）
を
除
く
、
と
い
う
結
論
に
み
ち
び

か
れ
る
こ
と
を
疑
間
と
す
る
。

　
こ
れ
等
の
疑
問
を
み
る
と
、
第
一
に
、
潜
在
法
（
條
理
法
）
を
除
く
と
い
う
場
合
の
、
潜
在
法
の
内
容
は
、
公
盆
適
合
の
原
則
に
か
ぎ
る
の

か
、
あ
る
い
は
、
比
例
原
則
・
李
等
原
則
等
の
、
一
般
に
い
う
、
多
く
の
内
容
を
も
つ
た
條
理
法
の
す
べ
て
を
さ
す
か
、
こ
の
黙
か
な
ら
ず
し
も

明
か
で
な
い
。
も
し
、
後
者
の
條
理
法
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
比
例
原
則
・
雫
等
原
則
等
は
、
す
べ
て
の
行
政
庭
分
に
適
用
せ
ら
れ
る
わ
け
で

な
く
、
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
等
を
法
の
内
に
加
え
て
も
、
編
束
と
裁
量
の
匝
別
が
否
定
さ
れ
る
結
果
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
潜
在
法
と

は
、
こ
の
場
合
、
公
盆
適
合
の
原
則
の
み
を
さ
す
。
換
言
す
れ
ぽ
、
す
べ
て
の
行
政
庭
分
は
公
盆
適
合
の
原
則
に
拘
束
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
外
の

條
理
法
は
行
政
塵
分
を
な
す
か
否
か
の
剣
断
を
拘
東
す
る
も
の
で
な
く
、
な
し
う
べ
き
行
政
庭
分
の
範
園
（
裁
量
の
限
界
）
を
形
成
す
る
。
し
た
が

つ
て
、
公
盆
適
合
の
原
則
以
外
の
潜
在
法
は
、
裁
量
の
限
界
形
成
に
關
係
は
そ
ん
し
て
も
、
覇
束
と
裁
量
の
匠
別
に
關
係
は
な
い
。
こ
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

爾
者
の
匠
別
の
場
合
に
は
、
法
の
拘
束
と
い
う
場
合
の
法
よ
り
潜
在
法
を
の
ぞ
く
、
と
も
い
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
潜
在
法
の
内
容
を
公
盆
適
合
の
原
則
に
か
ぎ
る
と
し
て
も
、
な
お
疑
間
が
の
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
盆
適
合
の
原
則

以
外
の
潜
在
法
は
一
般
の
法
（
制
定
法
・
慣
習
法
）
と
同
様
に
と
り
あ
つ
か
い
、
公
盆
適
合
の
原
則
の
み
、
法
と
み
と
め
乍
ら
も
、
何
故
、
特
殊

の
と
り
あ
つ
か
い
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
曰
く
、
驕
束
と
裁
量
の
匠
別
が
な
く
な
る
と
。
行
政
に
か
ん
す
る
潜
在
法
・
條
理
法
は
原
則
と
し
、

行
政
臆
を
拘
束
す
る
の
み
な
ら
ず
、
裁
劃
所
・
人
民
を
も
支
配
す
る
。
し
か
し
、
一
方
に
て
、
羅
束
と
裁
量
の
匠
別
を
制
度
上
み
と
め
る
こ
と

は
、
公
盆
適
合
の
原
則
は
、
人
民
と
の
關
係
に
お
い
て
法
的
拘
束
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
制
定
法
・
慣
習
法
が
内
含
し
て
い
る
と
考
え
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
盆
適
合
の
原
則
を
め
ぐ
り
、
佐
々
木
博
士
の
見
解
を
修
正
せ
ん
と
す
る
も
の
に
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
見
解
が
あ
る
。



　
一
、
石
井
良
三
到
事
は
、
公
盆
適
合
の
原
則
に
法
的
性
格
を
み
と
め
乍
ら
も
、
裁
量
と
驕
束
の
匿
別
を
主
張
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
原
則

の
法
的
性
格
を
否
定
し
訓
令
・
職
務
命
令
と
考
え
る
と
、
入
民
と
の
關
係
で
違
法
は
も
ち
ろ
ん
、
不
當
の
問
題
さ
え
生
じ
な
く
な
る
。
し
か
し
、

公
盆
適
合
の
原
則
を
一
般
の
法
と
同
様
に
と
り
あ
つ
か
う
と
、
佐
々
木
博
士
の
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
羅
束
と
裁
量
の
匠
別
が
な
し
え
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、
公
盆
適
合
の
原
則
を
、
最
大
適
合
・
比
較
適
合
・
最
小
適
合
の
三
つ
の
場
含
に
わ
け
、
何
が
最
も
公
盆
に
適
合
す
る
か
と
い
う
最
大
適

合
は
、
事
實
上
人
智
を
以
て
剣
定
不
可
能
で
あ
る
。
か
か
る
到
定
不
可
能
な
事
項
を
と
り
あ
げ
、
適
法
・
違
法
の
標
準
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
比
較
適
合
・
最
小
適
合
は
、
人
智
を
以
て
鋼
定
し
う
る
事
項
に
ぞ
く
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
等
の
公
盆
原
則
に
違
反
す
れ
ば
違

法
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
最
大
適
合
が
要
求
さ
れ
る
場
合
の
み
を
自
由
裁
量
と
す
れ
ば
、
公
盆
適
合
の
原
則
の
法
的
性
格
を
肯
定
し
つ
つ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
お
、
覇
束
と
裁
量
を
匠
別
し
う
る
と
主
張
さ
れ
る
。

　
二
、
柳
瀬
教
授
は
、
公
盆
適
合
の
原
則
を
も
つ
て
、
公
務
員
を
内
部
的
に
拘
束
す
る
訓
令
・
職
務
命
令
と
み
、
公
盆
適
合
の
原
則
の
み
要
求
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヴ

れ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
に
違
反
し
て
も
、
職
務
命
令
違
反
に
と
ど
ま
り
、
法
律
上
の
孚
訟
の
鉗
象
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
読
は
、
公
盆
適

合
の
原
則
は
、
具
艦
的
場
合
に
、
客
観
的
・
一
義
的
に
定
ま
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
政
行
爲
を
な
す
場
合
、
當
然
に
こ
の
原
則
に
拘
束
さ
れ
、

法
に
何
等
規
定
な
き
場
合
と
い
え
ど
も
恣
意
が
ゆ
る
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
。
た
だ
、
裁
到
の
場
合
、
間
題
と
な
り
え
な
い
と
す
る
。

　
三
、
山
田
準
次
郎
教
授
は
、
柳
瀬
教
授
同
様
、
公
盆
適
合
の
原
則
の
法
的
性
格
を
否
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
柳
瀬
教
授
と
異
り
、
制
定
法
に
「
公

盆
の
必
要
あ
る
と
き
」
等
所
謂
終
局
目
的
が
規
定
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
は
、
條
理
法
・
職
務
命
令
の
意
味
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
制
定
法
の

規
定
と
し
て
意
味
を
も
ち
、
行
政
魔
は
も
ち
ろ
ん
、
裁
到
所
を
も
拘
束
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
公
盆
適
合
原
則
に
よ
る
か
ぎ
り
、
自
由
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

量
の
間
題
を
混
迷
裏
に
お
と
し
い
れ
る
の
み
で
あ
る
。
裁
量
と
覇
束
（
こ
の
場
合
の
覇
束
は
、
編
束
裁
量
の
み
を
さ
し
、
覇
東
行
爲
と
鰐
束
裁
量
を
同
一
範

疇
に
い
れ
、
自
由
裁
量
と
比
較
す
る
こ
と
に
反
封
さ
れ
る
1
筆
者
註
）
　
は
、
行
爲
の
前
提
條
件
が
行
政
磨
の
事
實
に
た
い
す
る
剣
断
で
あ
る
か
、
そ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

も
客
観
的
事
實
で
あ
る
か
の
相
違
よ
り
匠
別
す
べ
し
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
講
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
二
二
〇
七
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
講
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
二
二
〇
八
）

　
つ
ぎ
に
、
羅
束
と
裁
量
を
歴
分
す
る
具
艦
的
基
準
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
庭
分
が
裁
量
で
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
實
定
法
が
塵
分
要
件
に
つ
き
何
等
規
定
を
も
う
け
ぬ
場
合
（
所
謂
室
白
規
定
）
と
、
終
局
目
的
を
か
か
げ

る
に
と
ど
ま
る
場
合
の
二
を
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

　
ま
ず
、
室
白
規
定
の
場
合
。
か
か
る
場
合
に
、
そ
も
そ
も
行
政
庭
分
を
な
し
う
る
か
と
い
う
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
題
は
、
法
治

行
政
の
原
則
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
行
政
法
の
根
本
問
題
に
由
來
す
る
。
一
読
に
よ
る
と
、
行
政
は
國
家
目
的
の
達
成
の
た
め
の
活
動
で

あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
行
動
を
行
政
部
の
恣
意
に
委
ね
る
こ
と
は
、
國
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
國
民
の
構

利
・
利
盆
の
侵
害
は
、
明
文
の
規
定
に
根
撮
を
ゆ
う
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
行
爲
は
明
文
の
禁
止
規
定
な
き
か
ぎ

り
、
國
家
目
的
達
成
の
行
爲
で
あ
れ
ば
、
行
政
の
本
質
上
、
行
政
部
は
行
爲
を
な
し
う
る
。
か
か
る
場
合
、
法
の
拘
束
な
き
ゆ
え
、
行
爲
の
選
揮

に
つ
き
、
行
政
部
は
裁
量
を
ゆ
う
す
る
と
い
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
、
行
政
槽
を
襲
動
す
る
に
は
、
常
に
こ
れ
を
認
め
る
法
の
規
定
あ
る
こ

と
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
の
根
撮
は
、
権
利
を
あ
た
え
、
義
務
を
菟
除
し
、
ま
た
は
、
自
由
を
同
復
せ
し
め
る
よ
う
な
利
盆
を
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

え
る
場
合
に
も
必
要
な
の
で
あ
る
と
し
法
治
行
政
の
原
則
を
嚴
格
に
解
せ
ん
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
か
か
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
室
白
規
定
の
場
合

は
そ
も
そ
も
行
爲
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
裁
量
と
か
羅
束
と
か
い
う
問
題
自
艦
が
そ
ん
し
な
い
と
い
う
結
論
に
た
つ
す
る
。

　
し
か
し
乍
ら
、
行
政
に
つ
き
、
法
に
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
行
爲
を
禁
止
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
は
た
し
て

姜
當
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
一
定
の
行
爲
を
な
す
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
た
め
、
法
に
規
定
を
も
う
け
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
現
在

の
複
雑
な
行
政
に
つ
き
、
如
何
な
る
場
合
如
何
な
る
行
爲
を
な
す
か
の
す
べ
て
を
法
で
規
律
し
え
な
い
。
か
か
る
場
合
、
法
の
不
備
を
理
由
に
行

爲
を
な
さ
ぬ
は
姜
當
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
特
定
の
場
合
に
は
、
法
の
規
定
な
き
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
行
爲
を
な
し
う
る
と
し
な
け
れ
ば
、
行
政

の
目
的
が
達
成
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
場
合
に
お
い
て
も
、
國
民
の
権
利
・
利
盆
の
侵
害
を
と
も
な
う
行
爲
は
、

明
文
の
規
定
を
必
要
と
す
る
と
い
う
原
則
は
ま
も
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
権
利
・
利
盆
の
賦
與
の
場
合
に
あ
つ
て
も
、
慣
脅
法
・
條
理
法



の
拘
束
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
で
あ
う
）
。
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
場
合
の
す
べ
て
を
自
由
裁
量
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
、

疑
を
さ
し
は
さ
む
。

　
つ
ぎ
に
、
庭
分
要
件
に
つ
き
、
終
局
目
的
の
み
が
掲
げ
ら
れ
る
場
合
に
裁
量
を
み
と
め
る
黙
。
こ
の
黙
に
つ
き
、
ま
ず
、
終
局
目
的
と
中
間
目

的
と
は
明
瞭
に
匠
別
し
え
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
終
局
目
的
の
み
規
定
す
る
場
合
と
い
え
ど
も
、
中
間
目
的
の
場
合
と
同
様
、
具
艦
的

場
合
に
そ
の
内
容
は
客
観
的
に
一
定
し
、
行
政
機
關
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
終
局
目
的
と
い
い
、
中
間
目
的
と
い
う
も
、
結
局
、

程
度
の
差
に
す
ぎ
ず
、
中
間
目
的
の
概
念
内
容
が
経
験
律
に
よ
り
一
義
的
に
さ
だ
ま
る
な
ら
ば
、
終
局
目
的
の
場
合
も
経
験
律
を
使
用
し
一
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

に
さ
だ
ま
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
終
局
目
的
の
場
合
を
裁
量
と
し
え
な
く
な
る
。

　
柳
瀬
教
授
は
、
要
件
読
的
立
場
に
た
ち
つ
つ
、
佐
々
木
・
渡
邊
読
の
修
正
・
獲
展
を
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る
。
そ
の
要
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
庭
分

要
件
の
指
定
と
し
、
終
局
目
的
・
中
間
目
的
の
匠
別
を
み
と
め
る
。
た
だ
し
、
佐
々
木
読
に
從
う
と
、
こ
の
爾
者
を
裁
量
と
羅
束
に
分
離
し
え
ぬ

と
し
、
終
局
目
的
た
る
公
盆
適
合
の
原
則
を
訓
令
叉
は
職
務
命
令
乃
至
公
務
員
の
忠
實
義
務
と
考
え
る
。
し
か
る
と
き
、
客
観
的
に
み
て
、
そ
の

認
定
を
誤
つ
て
も
、
國
民
に
た
い
す
る
關
係
で
違
法
と
な
り
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
法
律
上
の
雫
訟
に
ぞ
く
さ
な
い
と
し
、
こ
の
黙
に
裁
量
を

　
　
　
　
（
1
5
）

み
と
め
ら
れ
る
。

　
右
の
読
の
ご
と
く
、
終
局
目
的
た
る
公
盆
適
合
の
原
則
は
公
務
員
の
忠
實
義
務
の
み
あ
る
場
合
、
中
間
目
的
の
指
定
は
法
上
の
義
務
と
前
述
忠

實
義
務
の
爾
者
そ
ん
す
る
場
合
と
み
れ
ば
、
公
盆
適
合
原
則
を
條
理
法
と
み
る
よ
り
、
覇
束
と
裁
量
を
明
確
に
匠
別
し
う
る
。
し
か
し
か
か
る
結

果
が
み
ち
び
か
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
、
法
文
の
如
何
な
る
規
定
が
終
局
目
的
に
あ
た
り
、
り
ま
た
、
如
何
な
る
場
合
を
中
間
目
的
の
指

定
と
い
5
か
。
こ
の
爾
者
の
匠
別
が
明
確
で
な
い
な
ら
ば
、
観
念
的
に
は
と
も
か
く
、
具
鰹
的
場
合
に
お
け
る
爾
者
の
匠
別
の
基
準
と
な
し
が
た

い
。
な
お
、
山
田
準
次
郎
教
授
は
、
柳
瀬
教
授
の
「
所
謂
終
局
目
的
帥
ち
行
政
行
爲
が
公
盆
に
適
合
す
べ
き
こ
と
は
行
政
行
爲
が
行
政
行
爲
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　
　
や
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
モ
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
む

以
上
常
に
要
求
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
從
つ
て
法
令
が
こ
れ
を
掲
げ
た
場
合
に
も
特
別
の
意
味
は
な
く
、
印
ち
そ
れ
は
そ
の
性
質
に
お

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
羅
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
二
二
〇
九
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
二
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
4

い
て
訓
令
又
は
職
務
命
令
乃
至
公
務
員
の
忠
實
義
務
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
見
る
べ
き
で
…
…
」
（
傍
鮎
筆
者
）
を
と
り
あ
げ
、
法
令
に
規
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）

場
合
と
規
定
な
き
場
合
と
を
匝
別
し
て
理
解
す
べ
し
と
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
塵
分
要
件
に
覇
束
と
裁
量
を
雇
別
す
る
基
準
を
も
と
め
る
と
、
公
盆
適
合
の
原
則
の
取
扱
い
に
特
別
の
苦
心
を
な
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
た
め
、
積
極
的
に
、
公
盆
適
合
の
原
則
を
分
析
し
、
こ
の
原
則
の
内
に
爾
者
の
匠
別
を
み
い
だ
さ
ん
と
す
る
注
目
す
べ
き
學
読
（
石

井
良
三
剣
事
説
）
、
あ
る
い
は
、
匠
別
の
基
準
を
法
律
効
果
た
る
盧
分
の
性
質
に
み
い
だ
さ
ん
と
す
る
美
濃
部
博
士
読
、
ま
た
は
、
庭
分
要
件
に
根
擦

を
お
き
つ
つ
も
、
覇
束
と
裁
量
の
意
義
を
異
つ
た
観
黙
よ
り
把
握
せ
ん
と
す
る
山
田
準
次
郎
教
授
読
等
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
以
下
、
項
を
改
め

こ
れ
等
を
検
討
す
る
。

（
1
×
2
）
　
佐
々
木
惣
一
博
士
の
見
解
は
、
行
政
機
關
の
自
由
裁
量
（
法
と
経
濟
一
巻
一
號
）
、
自
由
裁
量
（
京
都
法
學
會
雑
誌
九
巻
五
號
）
、
行
政
虚
分
に
於
け
る

　
覇
束
と
裁
量
（
日
本
國
行
政
法
総
論
）
等
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。
渡
邊
宗
太
郎
博
士
は
、
裁
量
鹿
分
（
法
學
論
叢
一
二
巻
三
號
）
、
自
由
裁
量
論
の
推
移
（
法
學

　
論
叢
四
六
巻
六
號
）
、
自
由
裁
量
論
（
ナ
チ
ス
行
政
法
の
理
論
）
、
そ
し
て
、
現
行
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
覇
束
虎
分
と
裁
量
虚
分
（
改
訂
日
本
國
行
政
法
要
論
・

　
上
巻
）
に
そ
の
見
解
を
し
め
さ
れ
る
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
八
巻

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

佐
々
木
・
前
掲
日
本
國
行
政
法
総
論
（
大
正
一
〇
年
）
五
九
二
頁
以
下
。
特
に
、
五
九
二
・
六
〇
一
頁
。

前
揚
五
九
六
ー
六
〇
〇
頁
。

前
掲
六
〇
二
－
六
頁
。

渡
邊
・
前
揚
日
本
國
行
政
法
要
論
三
二
四
頁
以
下
。

有
倉
教
授
に
よ
る
と
、
佐
々
木
博
士
の
見
解
は
、
こ
の
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
有
倉
僚
吉
・
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
・
早
稻
田
法
學
二

（
創
立
七
〇
周
年
記
念
論
集
）
二
八
九
・
二
九
〇
頁
。

石
井
良
三
・
自
由
裁
量
の
塵
分
・
法
曹
時
報
七
巻
一
號
五
二
頁
以
下
。

柳
瀬
良
幹
・
行
政
法
教
科
書
（
上
）
・
九
八
頁
以
下
。

山
田
準
次
郎
・
自
由
裁
量
論
・
法
律
論
叢
三
二
巻
三
號
二
二
頁
。

前
掲
論
丈
・
前
掲
誌
三
二
巻
二
號
七
頁
。



（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

「
公
釜
上
の
必
要
な
き
場
合
」

す
る
、

公
盆
上
必
要
な
℃
に
許
可
を
取
浦
す
は
、

た
と
え
ば
、
柳
瀬
良
幹
・
自
由
裁
量
に
附
す
る
疑
問
（
野
村
還
暦
祀
賀
公
法
政
治
論
集
）
二
九
〇
頁
。

磯
崎
辰
五
郎
・
行
政
法
（
総
論
）
二
六
頁
。
柳
瀬
良
幹
・
行
政
法
教
科
書
（
上
）
・
二
四
頁
。

か
く
み
る
こ
と
は
、
多
数
の
一
致
し
た
見
解
の
ご
と
く
で
あ
る
。

柳
瀬
・
前
掲
教
科
書
・
九
七
頁
以
下
、
特
に
、
一
〇
一
・
一
σ
二
頁
。

前
掲
・
一
〇
二
頁
。

教
授
は
、
「
公
盆
上
必
要
あ
る
場
合
は
取
滑
す
こ
と
が
で
ぎ
る
」
と
い
う
例
を
あ
げ
、
終
局
目
的
の
指
定
た
る
「
公
盆
上
の
必
要
」
が
訓
令
的
規
定
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
消
し
て
も
違
法
の
問
題
が
生
じ
な
い
。
こ
れ
、
憲
法
の
要
求
す
る
、
國
民
に
不
利
盆
を
あ
た
え
る
虚
分
は
法
の
根
撮
を
必
要
と

　
と
い
う
鮎
に
反
す
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
法
の
根
擦
と
し
て
要
求
さ
れ
る
も
の
は
、
例
示
さ
れ
た
條
丈
が
あ
れ
ぱ
一
慮
充
足
さ
れ
る
で
あ
ろ
ろ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
量
穫
の
限
界
を
こ
え
て
い
る
故
違
法
と
い
う
説
明
が
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

四

　
要
件
論
に
封
立
す
る
學
論
と
し
、
ま
ず
、
検
討
を
く
わ
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
美
濃
部
博
士
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
博
士
は
、
「
具
鶴
的
の
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
法
律
の
定
む
る
抽
象
的
概
念
に
適
當
す
る
や
否
や
の
認
定
は
自
由
裁
量
に
非
ず
」
と
の
前
提
に
た
ち
、
羅
束
と
裁
量
の
匿
別
に
か
ん
す
る
基
礎

標
準
三
原
則
を
し
め
さ
れ
る
。
か
か
る
前
提
は
、
法
の
規
定
す
る
盧
分
要
件
が
成
文
法
の
み
な
ら
ず
、
不
文
法
の
拘
束
を
も
う
け
、
し
た
が
つ
て

庭
分
要
件
の
内
容
は
、
つ
ね
に
、
客
観
的
・
一
義
的
に
定
ま
つ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
。
し
た
が
つ
て
、
虚
分
要
件
の
認
定
に
、
輪
束
と
裁
量
の

匿
別
を
も
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
匠
別
は
、
か
か
る
法
に
拘
束
さ
れ
た
認
定
を
な
し
た
上
で
、
庭
分
を
な
す
か
否
か
の
自
由
の
存
否
に

あ
る
。
而
し
て
、

「
一
、
人
民
の
権
利
を
侵
し
、
之
に
負
櫓
を
命
じ
、
叉
は
其
の
自
由
を
制
限
す
る
庭
分
は
、
如
何
な
る
場
合
で
も
自
由
裁
量
の
行
爲
で
は
あ
り
得

　
　
な
い
。

　
二
、
人
民
の
爲
に
新
な
る
穫
利
を
設
定
し
、
其
の
他
人
民
に
利
盆
を
供
與
す
る
盧
分
は
、
法
律
が
特
に
人
民
に
其
の
利
盆
を
要
求
す
る
権
利
を

　
　
　
行
欧
行
爲
に
お
け
る
編
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
二
一
二
一
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
二
一
コ
ニ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
　
與
へ
て
居
る
場
合
を
除
く
の
外
、
原
則
と
し
て
自
由
裁
量
の
行
爲
で
あ
る
。
」

と
さ
れ
る
。

　
こ
の
読
に
た
い
し
、
要
件
を
認
定
し
た
上
で
、
庭
分
を
な
す
か
否
か
に
裁
量
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
法
治
主
義
の
原
則
よ
り
し
て
甚
だ
疑
間
、

と
い
う
批
到
が
要
件
読
的
立
場
の
學
者
よ
り
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
黙
は
し
ば
ら
く
お
き
、
匠
別
の
標
準
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
第
一
の
、
人
民
の
権
利
・
自
由
を
制
限
す
る
行
政
行
爲
を
自
由
裁
量
行
爲
に
あ
ら
ず
と
す
る
黙
。
こ
の
黙
は
多
く
の
學
者
に
よ
り
是
認
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
田
中
教
授
は
、
「
法
規
の
明
文
の
上
で
は
明
瞭
で
な
い
場
合
で
、
法
規
の
合
理
的
解
繹
か
ら
す
れ
ば
、
人
民
の
穫
利
自
由
を
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

限
す
る
行
爲
に
つ
い
て
、
行
政
聴
の
裁
量
を
認
め
る
趣
旨
と
解
す
べ
き
場
合
も
あ
り
…
．
：
」
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
柳
瀬
教
授
に
よ
る
と
、
か

か
る
場
合
、
條
理
法
の
拘
束
を
う
け
る
と
し
て
も
、
そ
の
拘
束
の
内
容
が
一
義
的
の
も
の
た
る
場
合
と
、
裁
量
権
の
限
界
を
形
成
す
る
場
合
と
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
條
理
法
に
違
反
し
て
違
法
た
る
場
合
は
、
と
も
に
法
律
上
の
雫
訟
に
ぞ
く
す
る
も
、
爾
者
は
そ
の
性
質
を
こ
と
に
す

る
。
右
の
匠
別
に
か
ん
す
る
基
礎
標
準
第
一
は
、
こ
の
差
異
を
み
す
ご
し
、
法
律
上
の
孚
訟
の
封
象
と
な
る
ゆ
え
、
自
由
裁
量
に
あ
ら
ず
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
4
）

誤
解
に
も
と
づ
く
と
批
到
さ
れ
る
。

　
要
す
る
に
、
美
濃
部
博
士
け
、
穫
利
・
自
由
を
侵
害
す
る
行
政
行
爲
は
、
條
理
法
の
拘
束
を
う
け
る
と
さ
れ
る
。
か
か
る
條
理
法
が
一
般
的
に

存
在
す
る
こ
と
は
是
認
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
條
理
法
は
、
成
文
法
に
規
定
な
き
場
合
、
そ
の
適
用
を
み
る
の
で
あ
つ
て
、
た
と

え
ば
、
成
文
法
に
か
か
る
條
理
法
に
は
ん
す
る
規
定
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、
成
文
法
の
合
理
的
解
繹
と
し
條
理
法
に
反
す
る
結
論
が
生
ず
る
か
ぎ

り
、
條
理
法
の
存
在
は
排
斥
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
右
述
第
一
原
則
は
、
羅
束
と
裁
量
の
匿
別
に
か
ん
す
る
標
準
で
は
な
く
、
行

政
行
爲
の
一
般
的
な
解
繹
基
準
と
し
て
、
そ
の
存
在
慣
値
を
み
い
だ
し
う
る
。

　
つ
ぎ
に
、
標
準
第
二
、
穫
利
・
利
盆
を
設
定
す
る
行
政
行
爲
に
つ
き
、
原
則
と
し
て
裁
量
を
み
と
め
る
黙
。
か
か
る
標
準
は
、
か
つ
て
は
、
行

政
行
爲
全
般
に
つ
き
姜
當
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
行
政
の
範
園
の
振
大
に
と
も
な
い
、
か
か
る
標
準
は
、
原
教
授
の
指
摘
せ
ら
れ
る
ご
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

く
、
警
察
庭
分
關
係
に
お
い
て
み
と
め
う
る
も
、
統
制
法
關
係
に
お
い
て
、
原
則
論
と
し
成
立
し
が
た
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
な
お
、
從
來
、
美
濃
部
博
士
の
論
に
も
つ
と
も
近
い
見
解
を
表
明
さ
れ
る
の
は
、
田
上
教
授
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
教
授
は
、
最
近
、
羅
束
と

裁
量
の
匠
別
標
準
に
つ
き
読
明
方
法
を
修
正
さ
れ
て
い
る
。
教
授
に
よ
る
と
、
裁
量
と
は
、
法
規
が
一
義
的
に
行
政
庭
分
の
基
準
を
定
め
な
い
結

果
、
法
律
上
選
揮
の
自
由
あ
る
場
合
を
い
い
、
か
か
る
裁
量
の
範
園
の
廣
狡
の
結
果
、
法
規
裁
量
（
覇
束
裁
量
）
と
自
由
裁
量
の
匠
別
が
生
ず

る
。
な
お
、
覇
束
塵
分
と
法
規
裁
量
庭
分
と
は
、
と
も
に
、
法
律
要
件
に
も
と
づ
い
て
な
す
庭
分
が
法
規
に
よ
り
定
ま
つ
て
い
る
。
た
だ
、
後
者

は
、
法
律
要
件
に
ふ
く
ま
れ
る
不
確
定
概
念
の
解
繹
お
よ
び
法
律
事
實
の
認
定
が
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
こ
と
、
な
ら
び
に
、
自
然
法
の
宣
言
的

規
定
と
も
み
ら
れ
る
自
由
穫
の
保
障
に
よ
つ
て
、
法
律
要
件
を
解
繹
す
る
基
準
が
示
さ
れ
、
法
律
効
果
の
規
定
が
補
充
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
、
と

　
（
6
）

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
前
提
の
下
、
法
律
要
件
が
不
確
定
概
念
で
規
定
さ
れ
る
場
合
、
不
確
定
概
念
を
経
験
的
事
實
・
歌
態
等
に
關
す
る
法

概
念
と
債
値
概
念
の
二
に
わ
け
、
前
者
は
経
験
律
、
後
者
は
、
當
該
條
項
を
ふ
く
む
法
律
の
目
的
、
あ
る
い
は
、
憲
法
に
お
い
て
客
観
化
さ
れ

た
、
民
主
主
義
・
自
由
主
義
な
い
し
は
肚
會
國
家
的
世
界
観
、
に
よ
る
目
的
論
的
解
繹
に
よ
り
そ
の
内
容
が
示
さ
れ
、
と
も
に
法
規
裁
量
に
ぞ
く

（
7
）

す
る
。
こ
れ
等
主
張
に
つ
き
、
若
干
私
見
を
の
べ
る
。
経
験
律
は
客
観
的
に
定
ま
る
ゆ
え
、
こ
の
黙
、
あ
ま
り
問
題
が
な
い
。
贋
値
概
念
に
ぞ
く

す
る
不
確
定
概
念
の
場
合
、
現
實
具
艦
的
場
合
、
何
を
も
つ
て
正
し
き
概
念
の
具
艦
化
と
み
る
か
、
甚
だ
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
當
該

條
項
を
ふ
く
む
法
律
・
憲
法
が
、
こ
の
解
決
の
基
準
と
な
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
は
法
律
上
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
困
難
な
の
は
、

正
し
き
解
繹
の
震
見
で
あ
る
。
た
だ
、
か
か
る
穫
見
の
困
難
の
ゆ
え
、
現
實
に
は
不
確
定
概
念
の
具
髄
的
内
容
を
し
め
す
見
解
が
多
籔
あ
ら
わ
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。
法
は
、
決
し
て
、
二
な
い
し
そ
れ
以
上
の
具
艦
的
内
容
を
豫
定
し
、
そ
の
何
れ
か
の
選
揮
を
み
と
め
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
法

の
解
縄
と
裁
量
と
は
、
密
接
な
る
關
蓮
あ
る
も
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
法
の
正
し
き
解
繹
が
困
難
の
故
を
も
つ
て
、
裁
量
と
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な

い
。
要
す
る
に
、
贋
値
概
念
の
内
容
決
定
が
法
の
解
繹
問
題
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
是
非
は
裁
到
所
の
審
査
封
象
と
な
り
法
規
裁
量

に
ぞ
く
す
る
こ
と
、
當
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
轟
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
二
一
二
三
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
二
二
一
四
）

　
こ
の
外
、
羅
束
裁
量
に
ぞ
く
す
場
合
と
し
、
法
律
要
件
に
ふ
く
ま
れ
る
事
實
の
認
定
・
公
謹
庭
分
・
確
認
庭
分
を
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
穫

力
的
行
政
に
あ
つ
て
は
、
法
律
要
件
が
明
確
に
規
定
さ
れ
な
く
て
も
、
法
律
の
留
保
と
自
由
穫
の
保
讃
に
よ
り
、
要
件
が
補
充
さ
れ
効
果
が
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
れ
る
結
果
、
羅
束
裁
量
と
な
る
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
驕
束
裁
量
を
み
て
く
る
と
、
結
局
、
自
由
裁
量
は
、
原
則
と
し
て
、
非
穫
力
的
行
政
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
黙
、
田
上
教

授
は
、
「
行
政
聴
が
一
般
的
な
穫
限
内
で
非
構
力
的
行
政
を
行
う
場
合
は
、
憲
法
上
、
法
律
の
根
嫁
を
要
し
な
い
か
ら
、
政
策
的
又
は
技
術
的
な

基
準
に
よ
つ
て
當
又
は
不
當
の
匠
別
を
生
ず
る
に
過
ぎ
な
い
。
叉
法
律
要
件
に
結
び
つ
く
法
律
効
果
が
特
定
せ
ず
、
行
政
臆
が
庭
分
を
行
う
か
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

か
、
ど
の
よ
う
な
塵
分
を
行
う
か
に
つ
い
て
選
揮
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
自
由
裁
量
の
庭
分
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
結
局
、
非
槽
力

的
行
政
に
あ
つ
て
は
、
要
件
規
定
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
効
果
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
覇
束
裁
量
と
な
る
が
、
要
件
規
定
あ
り
て
も
効
果
が

特
定
せ
ず
、
あ
る
い
は
、
椹
限
規
定
の
み
あ
り
て
、
要
件
規
定
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
自
由
裁
量
に
ぞ
く
す
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
外
、
現
行
憲
法
下
に
お
い
て
、
裁
到
所
の
機
能
的
限
界
に
着
目
し
、
裁
量
と
編
束
を
匠
別
せ
ん
と
す
る
學
読
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
た
と

え
ば
、
小
澤
文
雄
氏
は
、
す
べ
て
の
行
政
庭
分
は
法
に
羅
束
さ
れ
る
。
た
だ
、
現
在
の
訴
訟
構
造
の
下
で
裁
到
所
の
到
断
に
適
し
え
な
い
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

み
自
由
裁
量
と
す
る
旨
主
張
さ
れ
る
。
か
か
る
見
解
は
、
現
行
憲
法
下
の
行
政
事
件
訴
訟
に
あ
ら
わ
れ
た
剣
決
例
の
多
歎
意
見
を
代
辮
す
る
。
し

た
が
つ
て
、
こ
の
見
解
に
た
い
す
る
私
見
は
、
剣
決
例
に
た
い
す
る
私
見
と
併
せ
後
述
す
る
。
な
お
、
石
井
良
三
到
事
の
見
解
も
ま
た
、
要
件
読

的
立
場
に
よ
り
乍
ら
、
こ
の
機
能
的
限
界
を
重
覗
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
石
井
到
事
に
よ
る
と
、
公
猛
適
合
の
原
則
は
、

す
べ
て
の
行
政
塵
分
に
通
ず
る
一
般
要
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
は
個
々
の
行
政
庭
分
に
つ
き
、
各
種
各
様
の
具
艦
的
庭
分
要
件
を
規
定
す
る
。

こ
の
た
め
、
一
般
要
件
た
る
公
盆
原
則
と
特
別
要
件
た
る
法
定
要
件
の
異
同
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
、
自
由
裁
量
と
覇
束
裁
量
の
観
念
を
明
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

す
る
た
め
必
要
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
公
盆
原
則
を
法
と
み
な
が
ら
、
羅
束
と
裁
量
を
匠
別
す
る
た
め
、
こ
の
原
則
を
既
述
の
三
原

則
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
最
大
適
合
の
到
定
は
人
智
を
も
つ
て
し
て
は
到
定
困
難
ゆ
え
、
こ
れ
に
法
的
拘
束
を
あ
た
え
る
は
、
裁
到
所
・
行
政



魔
に
不
能
を
し
い
る
。
と
さ
れ
る
。
か
か
る
表
現
分
眞
意
は
、
法
が
か
り
に
公
盆
最
大
適
合
を
要
承
す
る
場
合
、
自
由
裁
量
と
み
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
か
か
る
場
合
に
も
最
大
適
合
を
裁
到
所
・
行
政
廃
は
無
覗
し
て
比
較
適
合
・
最
小
適
合
の
み
を
老
慮
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、

前
者
と
す
れ
ば
、
最
大
適
合
の
内
容
は
観
念
的
に
定
ま
つ
て
い
る
も
、
現
實
に
は
到
定
し
え
ぬ
故
、
裁
剣
所
は
何
が
最
大
適
合
か
剣
断
し
え
ぬ
故

審
理
せ
ず
、
行
政
聴
は
到
定
不
能
な
れ
ど
適
當
に
到
断
し
て
庭
分
せ
よ
、
と
い
5
一
見
矛
盾
し
た
結
果
と
な
る
。
つ
ぎ
に
、
比
較
適
合
の
原
則
が

作
用
す
る
範
園
が
自
由
裁
量
の
固
有
領
域
と
さ
れ
る
。
比
較
適
合
は
、
一
般
の
場
合
到
断
困
難
、
こ
の
た
め
、
A
が
B
よ
り
公
盆
性
高
き
か
否
か

の
剣
断
は
、
一
般
の
場
合
、
現
行
民
主
祉
會
の
基
本
構
造
よ
り
し
て
、
行
政
聴
に
優
越
的
到
断
力
が
あ
た
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
か
か
る
到
断
の
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

り
が
肚
會
通
念
上
明
瞭
に
し
て
顯
著
な
場
合
は
、
こ
の
原
則
は
法
的
拘
束
力
を
も
ち
違
法
と
な
る
。
こ
れ
を
一
般
的
に
表
現
す
る
と
、
比
較
適
合

の
場
合
は
、
自
由
裁
量
で
あ
り
、
違
法
性
の
生
ず
る
場
合
は
裁
量
椹
の
限
界
を
逸
脆
し
た
場
合
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
石
井
到
事
の
公
盆
原
則
の
分
析
は
高
く
評
憤
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
分
析
に
た
い
し
、
詳
細
に
検
討
す
る
蝕
裕
は
な
い
。
た
だ
一
・
二
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

題
黙
を
ひ
ろ
う
と
、
石
井
到
事
も
ま
た
、
樺
利
・
利
盆
の
侵
害
行
爲
を
基
本
的
人
樺
の
關
係
か
ら
み
て
法
規
裁
量
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か
か
る

間
題
に
た
い
す
る
法
規
が
、
最
大
適
合
な
い
し
比
例
適
合
的
規
定
を
お
く
場
合
、
法
規
裁
量
の
基
準
は
如
何
に
な
る
か
。
行
政
聴
の
公
盆
到
漸
を

尊
重
し
な
が
ら
、
基
本
的
人
椹
の
制
限
が
あ
る
と
は
、
自
由
裁
量
で
あ
り
、
そ
の
限
界
に
基
本
的
人
穂
の
制
限
を
も
と
め
る
こ
と
と
な
る
。
要
す

る
に
、
人
智
を
以
て
到
漸
の
不
能
・
困
難
は
、
裁
量
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
解
繹
の
間
題
に
つ
い
て
も
生
じ
て
く
る
。

　
わ
が
國
學
読
の
検
討
の
結
び
と
し
、
田
中
二
郎
教
授
の
見
解
を
み
て
み
よ
5
。
教
綬
は
、
こ
の
問
題
に
か
ん
し
、
「
羅
束
行
爲
と
裁
量
行
爲
と
の

庭
別
は
、
具
艦
的
の
場
合
に
、
法
の
趣
旨
目
的
の
合
理
的
・
目
的
的
解
繹
を
な
す
こ
と
に
よ
つ
て
決
す
る
外
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
法
が
事
柄
の

性
質
か
ら
い
つ
て
、
一
般
法
則
性
を
豫
定
し
て
い
る
場
合
と
、
法
が
行
政
聴
の
政
治
的
裁
量
叉
は
技
術
的
裁
量
を
許
容
す
る
趣
旨
で
あ
る
場
合
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

が
、
具
髄
的
な
法
の
合
理
的
・
目
的
的
解
繹
に
よ
つ
て
ひ
き
出
さ
れ
得
る
よ
う
に
思
う
。
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
、
こ
の
匿
別
は
、
要
件
論
に
よ
り

て
も
、
庭
分
の
性
質
に
基
準
を
求
め
て
も
完
全
な
解
決
は
な
し
え
な
い
。
表
見
的
な
法
の
検
討
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
の
眞
意
を
獲
見
す
る
こ
と
の

　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
講
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
＝
二
五
）



　
　
　
行
政
行
爲
に
お
け
る
覇
束
と
裁
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
一
三
一
六
）

必
要
性
を
強
調
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
教
授
は
、
か
か
る
匠
別
に
か
ん
す
る
一
般
的
見
解
の
み
に
て
は
具
饅
的
間
題
の
匿
別
に
役
立
た
な
い
と
さ
れ
、
具
髄
的
基
準
を
し
め

さ
れ
る
が
、
と
く
に
注
意
す
べ
き
は
左
の
諸
黙
で
あ
る
。

　
法
が
抽
象
的
な
不
確
定
概
念
で
行
政
行
爲
の
要
件
を
定
め
る
場
合
（
所
謂
中
間
目
的
の
規
定
）
は
、
経
験
律
に
拘
束
さ
れ
る
。
さ
ら
に
公
盆
原
則

を
か
か
げ
る
場
合
（
終
局
目
的
の
場
合
）
も
一
種
の
不
確
定
概
念
と
老
え
、
経
験
律
の
拘
束
を
う
け
る
。
ま
た
、
庭
分
要
件
に
つ
き
、
法
は
別
段
の

規
定
を
も
う
け
ず
、
か
つ
、
庭
分
内
容
に
選
揮
の
飴
地
あ
り
、
さ
ら
に
、
庭
分
を
な
す
や
否
や
の
自
由
を
行
政
廃
に
委
ね
る
ご
と
く
解
せ
ら
れ
る

場
合
も
、
法
の
文
言
に
の
み
と
ら
わ
れ
ず
、
法
の
趣
旨
を
探
求
し
、
條
理
法
の
存
在
に
注
意
し
、
覇
束
行
爲
か
裁
量
行
爲
か
を
決
せ
ね
ば
な
ら
な

　
　
　
（
巧
）

い
と
さ
れ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）に

つ
き
、

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

美
濃
部
達
吉
・
行
政
裁
判
法
（
現
代
法
學
全
集
九
巻
）
・
一
八
四
頁
。

前
掲
・
一
八
七
－
八
頁
。

田
中
二
郎
・
行
政
法
総
論
・
二
八
九
頁
。

柳
瀬
・
前
掲
教
科
書
・
一
〇
三
－
四
頁
、
同
・
前
掲
論
丈
・
四
八
頁
以
下
。

原
龍
之
助
・
自
由
裁
量
の
推
移
（
行
政
法
に
お
け
る
法
治
國
思
想
の
展
開
）
六
一
頁
以
下
。

　
　
行
政
聴
を
覇
束
す
る
場
合
も
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
（
前
掲
書
・
二
八
九
頁
）
。

田
上
穰
治
・
全
訂
行
政
法
総
論
・
二
八
ー
九
頁
。

前
掲
・
二
九
－
三
〇
頁
。

前
掲
二
二
〇
・
三
二
頁
。

前
掲
・
三
五
頁
。

小
澤
丈
雄
二
有
政
臆
の
裁
量
虎
分
（
公
法
研
究
五
號
）
七
四
頁
以
下
。

石
井
良
三
・
自
由
裁
量
の
虚
分
（
法
曹
時
報
七
巻
一
號
）
五
一
－
二
頁
。

前
掲
・
五
七
頁
。

田
中
教
授
も
、
法
の
合
理
的
解
繹
の
結
果
、
か
か
る
行
政
行
爲



（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

前
掲
・
八
O
頁
。

田
中
二
郎
・
行
政
法
総
論
・
二
八
九
頁
。

前
掲
・
二
九
〇
1
一
頁
。五

　
わ
が
國
の
到
例
・
學
論
は
羅
束
と
裁
量
を
い
か
に
み
、
ま
た
、
雨
者
の
匿
別
基
準
を
い
か
に
た
て
て
い
る
か
、
こ
の
黙
、
種
々
見
解
の
封
立
し

て
い
る
こ
と
を
し
つ
た
。
一
艦
、
繋
束
と
か
裁
量
と
は
何
か
。
こ
の
勲
、
實
定
法
上
明
か
に
な
し
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
等
概
念
定
立
に
あ

た
り
、
見
解
が
わ
か
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
見
解
を
基
礎
と
す
る
匠
別
の
標
準
も
ま
た
種
々
の
形
を
乏
る
。
今
、
驕
束
庭
分
を
最
も
素
朴
に
、

法
に
拘
束
さ
れ
る
庭
分
と
解
し
よ
う
。
し
か
る
と
き
、
行
政
塵
分
は
す
べ
て
廣
義
の
法
に
拘
束
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
別
の
適
切
な
る
見
方
が

み
い
だ
さ
れ
れ
ば
と
も
か
く
、
か
か
る
見
地
に
た
つ
か
ぎ
り
、
羅
束
と
裁
量
の
絶
封
的
匠
別
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
爾
者
を
行
政
訴
訟
の
立

場
よ
り
み
る
と
、
爾
者
は
絶
封
的
に
匝
別
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
行
制
度
は
爾
者
の
匠
別
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
、
制
度
と
し
て
の
匠
分
を

な
す
に
は
、
現
行
法
制
度
の
配
慮
を
わ
す
れ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
現
行
憲
法
は
、
奮
憲
法
に
た
い
し
、
司
法
の
概
念
を
こ
と
に
し
、
司
法

審
査
の
封
象
を
振
張
し
た
。
こ
の
た
め
、
既
述
到
例
に
し
め
さ
れ
た
ご
と
く
、
室
白
規
定
や
不
確
定
概
念
に
か
ん
し
、
こ
れ
を
支
配
す
る
無
形
の

法
の
探
求
が
意
欲
的
に
な
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
論
、
か
か
る
努
力
は
是
認
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
到
所
に
到
断
能
力
の
あ
る
も
の

は
、
す
べ
て
裁
到
所
の
審
査
封
象
と
す
る
、
極
言
す
れ
ば
、
法
が
行
政
廃
の
裁
量
を
企
圖
し
て
い
る
場
合
に
も
、
裁
到
所
に
公
盆
劃
断
を
な
す
能

力
あ
り
と
し
、
裁
到
所
で
裁
量
し
た
基
準
に
て
ら
し
、
行
政
靡
の
裁
量
を
審
査
す
る
こ
と
な
き
よ
う
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
裁
到
所

の
事
實
上
の
到
断
能
力
も
、
憲
法
に
規
定
す
る
椹
力
分
立
制
に
よ
り
限
界
が
か
く
さ
れ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
行
政
盧
分
を
な
す
に
あ
た
り
、
庭
分
要
件
と
効
果
が
法
に
拘
束
さ
れ
、
一
義
的
に
定
ま
つ
て
い
る
場
合
が
驕
束
と
よ
ば
れ
る
。
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こ
れ
に
た
い
し
、
庭
分
要
件
の
存
否
、
ま
た
は
、
効
果
の
決
定
に
つ
き
行
政
聴
の
剣
噺
を
み
と
め
る
場
合
が
裁
量
と
よ
ば
れ
る
。
而
し
て
、
右
の

一
義
的
に
定
ま
る
と
は
、
法
の
規
定
よ
り
た
だ
ち
に
一
義
的
と
到
断
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、
法
の
解
繹
を
と
お
し
て
一
義
的
に
決
定
し
う
る
も
の

を
ふ
く
む
。
し
た
が
つ
て
、
一
般
に
い
う
羅
束
裁
量
は
裁
量
に
あ
ら
ず
羅
束
行
爲
に
ぞ
く
し
、
裁
量
の
廣
狡
に
よ
り
自
由
裁
量
と
匠
別
さ
れ
る
も

の
で
な
い
。

　
さ
て
、
覇
束
と
裁
量
の
旺
別
基
準
を
つ
ぎ
に
み
て
み
よ
う
。
要
件
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
塵
分
の
効
果
に
よ
り
爾
者
を
わ
け
ん
と
す
る
読
が
あ

る
が
、
こ
の
何
れ
か
に
の
み
よ
つ
て
爾
者
を
匠
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
實
、
た
と
え
ば
、
要
件
読
に
よ
る
見
解
も
、
庭
分
要
件
を
中
心
と

し
な
が
ら
、
効
果
の
性
質
に
よ
る
匠
別
を
考
慮
に
い
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
爾
者
を
匠
別
す
る
た
め
に
は
、
法
の
合
理
的
解
繹
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
、
法
は
一
義
的
拘
束
を
く
わ
え
る
か
、
多
義
的
拘

束
、
す
な
わ
ち
庭
分
選
揮
を
行
政
聴
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
か
を
到
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
實
際
問
題
と
し
、
か
か
る
到
断
は
容
易
に

な
し
え
な
い
。
（
も
し
、
容
易
に
な
し
う
る
な
ら
、
匠
別
の
標
準
を
さ
ら
に
も
と
め
る
必
要
は
な
い
。
）
こ
の
た
め
、
要
件
・
庭
分
等
に
つ
き
、
各

場
合
を
豫
想
し
、
羅
束
と
裁
量
の
匿
別
標
準
を
た
て
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
標
準
に
つ
い
て
は
、
成
文
法
の
規
定
様
式
に
し
た
が
い
、
①
庭
分
要
件
・
②
塵
分
内
容
・
⑧
庭
分
を
行
う
か
否
か
の
決
定
、
の
三
者
に
つ

き
検
討
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

　
①
庭
分
要
件
．
②
庭
分
内
容
　
塵
分
要
件
が
所
謂
室
白
規
定
の
場
合
、
穫
力
的
行
政
に
あ
つ
て
は
、
憲
法
の
基
本
的
人
椹
に
よ
る
要
件
の
補
充

と
効
果
の
制
限
が
と
も
な
う
故
、
裁
量
と
な
り
え
な
い
。
し
か
し
、
非
椹
力
的
行
政
に
あ
つ
て
は
、
か
か
る
補
充
な
ら
び
に
制
限
な
き
ゆ
え
、
裁

量
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
不
確
定
概
念
（
絡
局
目
的
．
中
問
目
的
を
ふ
く
む
）
の
場
合
　
不
確
定
概
念
は
、
そ
れ
が
経
験
的
事
實
・
朕
態
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
れ
、
ま
た
、

債
値
概
念
に
ぞ
く
す
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
内
容
は
客
観
的
に
定
ま
つ
て
い
る
ゆ
え
裁
量
が
み
と
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
権
力
的
行
政
た



る
と
非
穫
力
的
行
政
た
る
と
で
こ
と
な
ら
な
い
。

　
確
定
概
念
の
場
合
　
裁
量
の
み
と
め
ら
れ
ぬ
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
③
盧
分
の
決
定
　
法
文
は
「
，
…
…
す
る
こ
と
を
得
」
・
「
…
…
す
べ
し
」
の

ら
わ
れ
ず
法
の
眞
意
が
何
れ
で
あ
る
か
を
到
断
し
、
も
し
、
前
者
で
あ
れ
ば

二
様
の
規
定
を
す
る
。
か
か
る
場
合
も
、
箪
に
、
法
文
の
文
字
に
と

、
裁
量
、
後
者
に
ぞ
く
す
れ
ば
、
羅
束
と
か
い
す
る
。

行
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